
住様式 ・住居観に関する記述

1911年8月85頁 千五 百圓 で 出來 る洋風 の住宅 橋 口 信助

勤 め先 の官廃會社 等 は西洋風で あ ります と、入つては和服の 日本風 をな し、出で Σは洋服 の西洋

風 をなす とい う工合 に、和 洋雨用 の衣服 を要す る課で、實 に不便極 ま る次第で御座 い ます

1911年8月85頁 千五 百圓 で 出來 る洋風 の住宅 橋 口 信助

第 一掃 除 の 手 数 も省 け 、 召 使 の 人 敷 も減 ります し、 用 心 もまた 堅 固 で 、 ・家 打 揃 うて外 出 す る と

して も、 別 に 雨 戸 を操 るで もな く、 入 口の 扉 に 一一つ錠 を お ろ して 置 け ば 、 心 置 きな く出 ら る Σと

い ふ の で あ りま して 、 そ の便 否 は漣(と て)も 比 較 に な らな い位 で御 座 い ます

1911年8月88頁 千 五 百 圓 で 出來 る洋 風 の住 宅 橋1-1信 助

寝 室 に限 り畳 を敷 いて もよ ろ しく

1911年9月77頁 中 等 の 洋 風 住 宅 橋 口 信 助

屋 根 裏 を利 用 して 、 光線 の とれ る限 り寝 室 を と り、 光線 の と り悪 い四 隅 を押 入 に

1911年9月77頁 中 等 の 洋 風 住 宅 橋 口 信 助

日本 人の生活 には多少畳 敷の所 が要 りますので一略 一寝床 の都 合のため には寧 ろ畳 に した方が便

利で あ りませ う

1911年10月91頁 主 婦 の部 屋 の設 備 井村 延 子

茶 の間 は時 と して 食 堂 、 娯 楽 室 な どに使 は れ ます か ら、殺 風 景 に も した くあ りませ ん

1911年10月91頁 主 婦 の部 屋 の 設 備 井村 延 子

主婦の部屋は大抵茶の間 と兼帯

1911年10月92頁 主 婦 の部 屋 の 設 備 井村 延 子

机 に 向 ひ ます と、 一 寸 立 つ の が 面 倒 に な りま して 、 自身 で取 つ て 來 れ ば よい と知 りつ 瓦、 茎の す

か ぬ女 中 まで呼 び立 て た りす る こ とが御 座 い ます。 椅 子 テー プ ル に改 め ま した所 、 自分 な が ら不

思 議 な ほ ど ま め に な りま した

1911年10月92頁 主 婦 の部 屋 の設 備 井 村 延 子

(主 婦 室)子 供 等 も打 寄 って 火 の傍 に坐 ります。 か う して楽 しい食後 の… 二時 間 を話 し興 じます

1911年11月71頁 天 然 を利 用 した建 築 橋 口 信 助

客間 一略 一隣 の食堂 との間仕 切は折 戸 を用 ひ ま した。 これは多敷 の來客 の時 には之 を畳 んで、客

間 まで食堂 を撞 げや うと

1912年1月108頁 子 供 本位 に建 て られ た家 藤 田譲氏 の新邸 読 者

屋 内か ら庭先 か ら、す べて子供 のため、子供 を教育す るに都合の よいや うにと、全 く子供本位 に

一略 一贅沢 な考 よ りも何 うすれ ば丈夫 な家 が出來上 るか、子供達 が好 きに家 の中を駆 け廻 つて も

差支 ないか といふや うな ことを主 に致 しま して、間取 りな ど もす べて私 ど も雨親の都 合 よ りも、

子供達 の生活 に都 合の宜 いや うに と工夫 いた しま したので御座 い ます

1912年1月109頁 子 供 本位 に建 て られ た家 藤 田譲氏 の新邸 記 者

(夫 人 の室)右 も左 も家 内 中の事 は坐 つて居 て も大概知 られ るや うにな って居 ります

1912年1月110頁 子 供 本位 に建 て られ た家 藤 田譲氏 の新邸 記 者

無双窓 に して あ ります ゆゑ、盛 夏の頃で も窓 を開 いて さへおけば、 自然 に風 を通 しま して、食物

の腐敗 を防 ぐ
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1912年1月110頁 子供 本位 に建 て られ た家 藤 田譲氏 の新邸 記 者

全膿 の 室 々 ・つ と して 口の當 らぬ 風 の通 さぬ 庭 は あ りませ ん

1912年2月16頁 中流 の生活問題 如何 に生活 を改善す べ ぎか 竹越 與三郎

西洋 館 で あれ ば戸締 りも手輕 で 、 一 寸買物 に出 るに も安心 して出 られ る し、掃 除 其 の他 に人 手 を

要す る こと も少 い 一略 一四 方 明 け放 しの 日本家 屋 で は 、 一 寸 出 るに も留 守 番 が い り、掃 除 や 小 間

使 ひの た め に勢 ひ下 脾 も置 かね ば な らぬ

1912年2月96頁 何 う して 古 家 が 新 し く な っ た か ジー ・ジェー ・パレット

居間は家中の 番 立派な室

1912年4月19頁 衣食住 の問題 過 渡時 代 の衣食住 本多 静六

日本 の家 屋 は締 りが な く、 玄 關 か ら も入 られ る し、塁 所 か ら も出 入 りが 出 來 て 、 四 方 開 け 放 し一

略 一 第 一雨 戸 が 不都 合 で あ る。 宜 し く橡 側 を改 め て 、 西 洋 の バ ル コ ソ式 の 外 橡 とす るが よ い

1912年4月20頁 衣食住 の問題 過 渡時 代の衣食住 本多 静六

座 敷 は追 々畳 を腰 して板 の 間 にせ ね ば な るま い。 一略 一今 日學 校 や 役 所 や 事務 所 等 、 書間 働 く所

は皆 椅fに か げ るの に、掲 り家 庭 だ け が坐 る と いふ の は矛盾 した話 で あ る

1912年4月20頁 衣食住 の問題 過 渡時 代 の衣食住 本多 静 六

与小 屋 教 育 を受 け た 老人 の 生存 して屠 る こと 一略 一老 人 の あ る家 で は愚 も必 要 一略 一之 は過 渡 時

代 の こと

1912年4月20頁 衣 食住 の問題 過 渡時代 の衣食住 本多 静 六

西洋風 に して置けば、外 に出 るに も手輕

1912年4月24頁 衣 食住 の問題 外 國 か ら観 た 日本 の衣食住 原 撫 松

西洋 の住家 は 一略 一お客 の た め よ りも 白分達 の住 んで 都 合 の よいや うに造 つて あ ります。 一略 一

彼地 で は家 の1三要 部は、k人 の居 間 即 ち、 書齋 と これ に次 い で は主 婦 の居 間 で あ りま して 、 日當

りの よい風通 しの よい、 出來 る こ とな らば眺 望 の よい位 置 に主 人 の居 間 を取 り一略 一客 間 は 其 の

次 ぎの位 置 にお いて あ ります。 即 ち彼 にあ りて は住 家 は他 人 の た め で は な く、 自分 の住 む た め に

作 られ て あ るの で あ ります

1912年4月24頁 衣 食住 の問題 外 國 か ら観 た 日本 の衣 食住 原 撫 松

日本 の家 屋 は 白分 の た め よ り も、 寧 ろ他 人 の た め に作 られ て居 るや うな傾 きの あ る こ とで あ りま

す。 一略 一 これ は 一一面 か らい へ ば 、 客 を歓 待 す る とい ふ の で あ って 、 そ こに麗 しい情 が 見 え な い

で は な い が 、併 し考 へ て 見 る と随 分 可笑 しな話 で 、 住 家 と い ふ もの 玉本 義 を没 却 した もの と い は

ね ば な りませ ん

1912年4月26頁 衣 食住 の問題 外 國 か ら観 た 日本 の衣食住 原 撫 松

(西 洋 の)間 取 のrl合 い は皆 自分 の 住 む に勝 手 の よいや うに作 り、 且つ 目下 の必 要 か ら割 出 して

あ ります。 殊 に豪 所 の 如 きは 、す べ て 日常 の必 要 か ら割 出 され 、随 分 大 きな家 で も思 ひ の 外 狭 く、

中 央 に 、Zって 居 て 一寸足 を動 か す だ け で 、 四 方 の棚 に 手 の届 く

1912年4月26頁 衣 食住 の問題 外國 か ら観 た 日本 の衣 食住 原 撫 松

日本 の家 で 、 い ま一 つ 目立 って 見 え るの は 、 ま さかの時 の ため に といふ所 か ら家 を建 て た形 跡 の

多い ことで あ ります。或 は婚禮 とか 、或 は葬 式 とか、其他 多勢 の お客 をす る時 に、 これ で は狭 い

か ら、 斯 ういふ 部屋 を取 って 置 か うとか、 今 は 不用 だが 一略 一一 年 に一 二 回 か 、若 くは何 十 年 に

一・回 の必 要 の た め に
、 平 生 用 の な い所 に意 を用 ゐ た跡 が あ ります 一略 一 これ 等 も考 へ て 見 る と鯨

り賢 明 な仕 方 とは 言へ ませ ん
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1912年4月57頁 中 流 の 衣 食 住 は か く改 め た し 羽 仁 もと一r

日本 室 は ど うい ふ もの か埃 だ って 朝 夕 に掃 除 しなけ れ ば な らな い け れ ど も、 西洋館 は 一略 一大概

の 部屋 は 旧 置 ぎに掃 除 して も、 い つ も綺 麗 で ゐ る

1912年4月58頁 中流 の衣食住 は か く改 め た し 羽仁 もと子

客 室 に椅 子 卓子 を備 へ て 置 くと、唯 來客 をそ こに案 内 す る丈 け で煙 苧二盆 や座 敷 團 を持 ち運 ぶllt話

もあ りませ ん。 訪 ね た 方 で も、手 藪 の か か る 「1本室 に坐 ります と、 ツ イゆ っ くり した氣持 に な り

ますが、椅子 のある部屋であ ります と、事務的 に用事を濟 ませて帰 るの に、 大層 一L合が宜 しう御座 います

1912年4月58頁 中 流 の 衣 食 住 は か く改 め た し 羽 仁 もと子

一室 々 々の 匠 別 が キ チ ンと して ゐ るので 、狸 に 人 が 部屋 か ら部屋 と歩 き廻 らな い

1912年4月59頁 中 流 の 衣 食住 は か く改 め た し 羽 仁 も とf

寝 室 は別 に二 階 に、 日本間 風 の 構 造(畳 な し)に して 、:方 若 くは 三方 に廊 ドをめ ぐら し、部屋

の障 子 は締 切 って欄 間 障 子 だ け少 しあけて寝 ん で 、外側 の廊 ドの窓 障fを 所 々あ け て 置 いて 、夜

中で も外 氣 を と る ことの 出來 るや うに

1912年4月59頁 中 流 の 衣 食 住 は か く改 め た し 羽 仁 もと 子

書 は障 子 を開 け梯 って 、 室 内 に充分 に 光線 を 入れ 一略 一時 々 日當 りの よい廊 ドに疲 台 を出 して特

に 日光 にあ て る こ との 出來 るや うに 、夜 具 や 毛布 は い くつで も、廊 下 の 手す りに掛 け て乾 す こと

の 出來 る

1912年4月114頁 家 を建 て る方 の御 参考(伊 藤 幸 次郎 氏 の お宅)記 者

お客 の多い家 な どでは、殊 に鷹接 間 は椅子 卓子に限 る

1912年4月114頁 家 を建 て る方 の御 参 考(伊 藤 幸次郎 氏 の お宅)記 者

折 々 あ る逗 留 客 の た め 、 又は ゆ っ く りと話 しに來 て ドさ る來 客 の た め に 、 白分達 の 生 活 と離 れ た

客 間 が欲 しい の で 、 この 部屋 を作 りま した

1912年4月114頁 家 を建 て る方 の御 参 考(伊 藤 幸次郎 氏 の お宅)記 者

慮接間だけは折衷風

1912年6月5頁 日光 ・空 氣 ・食 物 加 藤 照 磨

猫 り無 病 の 子供 の健 康 を増 進 す る こ とが 出來 るば か りで な く、 結 核 そ の 他 の 病 氣 に罹 って ゐ るr

供 で も、 この 日光 浴 を 一卜分 にす る こ とに よ って 、 全 治 し得 る場 合 が澤lllあ り ます。 い ろい ろの徽

菌 は天 日に あ て る と死 ん で 仕 舞 ふ 。 日光 は 消 極 的 の意 味 に於 て は 、 大 い な る消 毒機 關 で あ ります

1912年8月105頁 便 利 な る洗濯場 の設備 記 者 齋藤 春代

光線 は十分 に取 ることが肝 要です か ら、東 向か南向 にいた します

1912年8月107頁 便 利 な る洗濯場 の設備 記 者 齋藤 春代

流 しの 据 ゑ て あ る 方 の壁 に は 、 丁度 流 しのLに な る所 に約 ・尺 程 硝fを は め て 、 光線 を ト分 に と

る様

1912年8月107頁 便 利 な る洗 濯場 の設備 記 者 齋藤 春代

東 面 は 一 略 一 硝 」二戸(-L'F分 だ け で も)の 方 が 明 る くて よ い

1912年8月107頁 便 利 な る洗 濯場 の設備 記 者 齋藤春代

二尺程硝子 戸 をはめて、洗濯す る手許 に十分 に光線 を と ります

1912年9月70頁 中 流 の洋風 生活 に要す る家具 橋[信 助

朝 か ら晩 まで椅 子 で通 せ るで あ ら うか 一何 とな く寛 ぐこ とが出 來 ない で 、宛(ま るで)汽 車にで

も乗 った や うな(と い う議論 が あ るが)實 際 住 んで 見れ ば窮 屈 な ことは 決 して ない

一163一



1913年3月102頁 食 事 部 屋 を如何 に設備 す べ きか 深 見 久七

西洋 で は食 事 と云 へば 、 一家 團簗 して楽 しみ 、若 くは懇 意 な客 を招 いて 、面 白 く談 笑 す る と云 ふ

機 會 で あ ります か ら、勢 ひ 、 長 い時 間 を 要 し一略 一我 國 の食 事 と云 へ ば談 笑 す る よ り寧 ろ サ ッと

食 って しまふ

1913年3月105頁 食 事 部屋 を如何 に設備 す べ きか 深 見 久 七

日本ではお客 を通 す には座敷 と云ふのがあつて、其所 で食事 もす ると云ふので あ るか ら、食堂 は

先づ改 まったお客 を通 さない所 と し、專 ら家族 の食事す る場 所

1913年3月108頁 豪 所 の 人i窓 と戸 障 子 記 者

お憂 所 の眞 中 ∫度 ヒ輪豪 と料理 毫 の あ る上の 天 井 を、 凡 そ 五 尺 四 方位 くり抜 いて 、其 所 だ け ズ ッ

と屋 根 よ り高 く突 き出 して 、 四 方共 ガ ラスで張 つ て あ ります。 但 し一 方 だけ は 下 か ら引 つ張 つ て

あ る細 引 の伸 縮 で 、横 に開 け た り閉 ぢ た り出來 るや うに な つ て居 ります。 つ ま り其 所 が風通 しに

な るので す。 一略 一絵 程 高 くな つて居 るの と、 四 方 が ガ ラ ス張 りで す か ら、 屋根 は あつて も光線

は充 分 に取 れ ます。

1913年3月108頁 毫 所 の 天窓 と戸 障 子 記 者

豪所の天窓 と戸障子

1913年5月23頁 趣 味 の方 面 よ り見 た る衣食住 岩村 透

日本の家屋 に洋服 は如何 に も不調和 で あ る。 第一、靴 は 日本の道 路 に適當 しない。 少 し雨 が降 れ

ば泥海 の様 になる。 天氣 が よければ霜 どけがす る。 この道 路 を歩 いた靴で家 へ入れた もので ない。

此 の道路 には下駄 の方が遙 かに適 して居 る

1913年6月U4頁 千圓 で 出來 る丸木造 りの別荘 橋 口 信助

客室は食堂 を兼ね

1913年8月120頁 西洋 風 に した書 齋 深 見 久 七

坐 って居 る と萬 事起 居 が億 劫 に な って 來 て 、一 寸 した用 を足 す の に も人手 を借 りた くな り、 向 ふ

の書 架 に あ る参 考書 が必 要 と思 って も、 つ い起 つ の が 面倒 で 見ず に濟 ます こと もあ る。 所 謂 横 の

もの を竪 にす るの も厭 だ と云 ふ の は、 畢境 坐 って居 る こ との 不 都 合 な産 物 で あ ります

1913年8月122頁 西洋 風 に した書 齋 深 見 久七

暖房設備 と云ふ ことは、 日本家屋 に取 りては未決 の問題 で あ りま して、今後大 に研究 を要す

1913年10月161頁 簡 軍 に出來 る耐 久耐震 的建 築法 松 島 剛

日本のや うな氣候 の國柄 では、純 の西洋式は ど うも結果 が面 白 くない様 に思 ふ

1913年10月161頁 簡 軍 に出來 る耐 久耐震 的建 築法 松 島 剛

方角の如 きも、東京邊 では南北 を開 け るのを よい とす る

1913年12月115頁 日本 の風 土 に適 合 せ しめ た 洋 風 建 築 小 笹 三郎

光線 を多 く取 るには、出來 るだけ澤 山窓 を開け るに限 ります

1913年12月115頁 日本 の風 土 に適 合せ しめた洋風建 築 小笹 三郎

日本 に建 て る西洋館 は、 日本の氣候 に合はせねばな らず

1913年12月116頁 日本 の風 土 に適 合 せ しめ た洋風建 築 小笹 三郎

暖房 の設 備 も、 また至 つ て重 寳 な もの で 、出來 るな らば 、 これ か らの建 築 に は欲 しい

1914年4月62頁 住 み よ き家 の間取 圖其三 記 者

三畳 づ Σに仕切 って東南を食堂 に した ら、 この家 は、子供の遊 び場 か ら專用 の食事室 まで出來
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1914年4月63頁 住 み よ き家 の 間 取 圖 其 三 記 者

女 中 を置 く場 合 には 、茶 の間 に寝 か さず 、矢 張 玄 關 を女 中部 屋 に 直す 方 が 、家 族 の生 活 か ら云 つ

て も、女 中 の都 合 か ら云つ て もよい でせ う

1914年4月64頁 住 み よ き家 の間 取 圖 其 四 読 者

各室 の交通 を便利 に しま した

1914年4月68頁 住 み よ き家 の問取 圖 其六 記 者

大 い な る敏黒占は 主 婦 と子 供 を、 光線 の 一ヒか ら も位 置 の 一トか ら も廣 さの 方 か ら も大攣 悪 く取 扱 って

ゐ る

1914年4月69頁 住 み よ き家 の 間 取 圖 其 ヒ 記 者

居 間 の床 を押 人 になほ さなければ、入れ場 所 が少 な くはないか

1914年4月72頁 住 み よ き家 の問 取 圖 其 九 記 者

各室の濁立 が不十分のや うです

1914年4月72頁 住 み よ き家 の 間取 圖 其 十 読 者

老 人 の室 を初 め 、 光線 の能 くさ しこむや うに

1914年4月74頁 住 み よ き家 の 間 取 圖 其 十 記 者

主 婦 部屋 一略 一 は 食 事 部 屋 に も用 ゐ 、赤 坊 の お 書寝 も させ る と い ふ の で は 、 あ ま りに ゴ タ ゴ タ し

ます 一略 一 三畳 を食 事 部 屋 に します

1914年4月75頁 住 み よ き家 の 間 取 圖 其 十 一一 読 者

朝鮮 は 西の 方 角 が塞 が って 居 ります と、 夏 は非 常 に暑 う御 座 い ます。 南 向 西廊 下 に して 置 きます

と、 冬暖 か く、 夏 は涼 しい

1914年4月79頁 住 み よき家 の間取 圖 其 十四 読 者

(玄 関 に 卓 子 ・椅 子 ・ス トー ブ な ど を置 い て ホ ー ル と して 活 用 して い る)

1914年4月80頁 住 み よ き家 の 問 取 圖 其1一 五 読 者

日本間 ヘー 々客 を通 す手敷 を省 く為 めに客間 を西洋間 に

1914年4月81頁 住 み よ き家 の 間 取 圖 其 十 五 記 者

食事部屋のないのは不便です

1914年4月85頁 住 み よ き家 の 間 取 圖 其 十 八 読 者

た まに は粗 飯 な りと も主 客 共 に した い と存 じ、 食 堂 を座 敷 の 次 に取 りま した

1914年4月85頁 住 み よ き家 の間取 圖其 十 八 読 者

主婦 の居間は十 分廣 く取 り、成 べ くは此 の室で幼 児 も遊 ばせ 、裁縫 も し、 また親 しい客 なれば此

の室 で濟 ませ たい と思 ひ ます

1914年4月88頁 年 中 四方 に 日光 を受 け る家 記者 山 田菊 水

住 宅 と して常 住 の家 を建 築 す るには 、夏 も涼 し く冬 も暖 か く、且 つ衛 生 に も適 合 した家 をつ くら

ね ば な りませ ん

1914年4月88頁 年 中 四方 に 日光 を受 げ る家 記者 山 田菊 水

地方地 方の風 向を察 し、風通 しの如何 に も意 を用 ひねば な りませ ん

1914年4月89頁 年 中 四方 に 日光 を受 け る家 記者 山 田菊 水

家 の方 向を正南 に向けず に、正南 よ り少 し東 の方 に向け るか、若 しくは少 し西の方 に振 る

1914年4月93頁 年 中 四方 に 日光 を受 け る家 記者 山 田菊 水

日光の直射 と云ふ ことは衛生上好 ま しいこと
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1914年4月100頁 た った 二室 の 西 洋 館 読 老

食堂 と毫 所 が ・所 の様 に 見 え るの が少 し申分 で す けれ 共 、 一寸 した屏 風 を 立て るか 、 引 幕 で もか

け れ ば悪 くは無 か ら う

1914年4月104頁 淺 田氏 の お豪 所 と戸 棚 記 者

健 康 、堅牢 、便利 を 書三に した 、 子供 本位 の建 物 で御 座 い ます

1914年4月106頁 淺 田氏 の お毫 所 と戸棚 記 者

日光を遺憾 な く受 けた明 るいお家

1914年8月94頁 一一風 攣 わ っ た 洋 風 建 築 記 者

左婦 本位 の この お家 は 、 ・膿 に小 じん ま りと便利 な の が際 立 った特 色 で す

1915年2月114頁 懸 接 間 の装 飾 塚 本 靖

窓 は 大 き く取 って 、 光線 を 充分 に導 き入れ

1915年2月136頁 便 利 な豪 所 戸 棚 記 者

風 通 しもよ く、 日光 も受 け られ るや う、流 しの 前 の窓 を利 用 して

1915年3月105頁 よ く整 った 一f供部 屋 と遊 戯 室 記 者

勉 強 室 の次 の 四愚 半は 、 南受 げ の 日當 りよ く

1915年3刀106頁 考 案 して 見 た 子供 室 読 者

f供 室 は 第 一・に 日光 の よ く入 る、 明 る い 室 が 欲 しい

1915年5刀40頁 翻訳 子供 本位 の家庭 と大人 本位 の家庭 記 者

1915年7月g7頁 湯殿 洗 面所 の 工夫 三 等 読 者

日光が成 るべ く多 く常 るや うに、風 呂場 の 東側 を、開 閉 の 出來 る 一{枚建 の硝 子戸 に しま した

1915年8月11頁 團 攣 の 意 識 二宅 雄 二郎

1916年61153頁 この 頃 の 住 宅 及 び 今 後 の住 宅 橋 口 信 助

近 年 中 流 以 ヒの住 宅 で は 、 た とひ 一室 で も卓子椅 子の あ る西洋間 が欲 しい と云 って 、 日本 風 の建

築 の ・部 を西洋 間 に造 り、 一・層L流 の住宅 にな る と、 日本建 築 に添 へ て 一構 へ の 西 洋館 を婬 て る

傾 向 が あ ります。 これ 等 は以 前 は 一種 の装飾 的 な もの で あ りま した が、 日露 戦 争 前後 か ら、 男 子

の服 装 が洋服 となつ たため 、 今 日で は次第 に實 川的 とな り、便利 上西 洋間 が 要求 さ るNよ うに な っ

て居 ります

1916年6月54頁 この 頃 の住 宅 及 び今後 の住 宅 橋 口 信 助

(西 洋間)今 の所 で は まだ鷹接 間 か書齋 くらゐが西洋間 にな って ゐ ます が、何 れ食堂や豪所 に も

及 ぶ や うに な りませ う

1916年6月54頁 この頃 の住 宅及 び今後 の住宅 橋 口 新助

普通 の住 宅 には縁 側 は あ って も中廊 ドは な く、室 が続 き間 に な って居 りま した。 然 し室 だ け 幾 つ

か を集 め る と、 そ の 中 に必 ず 死 ん だ室 が出來 て 、 そ こを通 らね ば他 の室 に行 け な い ことに な りま

す か ら、近 來 は住 宅 に も中廊 ドを取 り、 す べ て の室 を猫 立 させ るや うに な りま した。 一家 族 一室

に雑 居 した家族 的 の間取 りが 、漸 く個 人的 に なつ た もの で 、 同 じ家 族 の もの に も覗 き込 まれ な い

や うにす る傾 きが 見 え ます

1916年6月55頁 この 頃 の住 宅 及 び今後 の住宅 橋 口 信助

事務 所 と住宅 と分 離 す るにつ れ て 、用 事 の あ る普通 の客 は 事務所 で間 に合 ひ、 住 宅 に は訪 ね て來

な くな る道 理 で あ ります か ら、從 つ て間取 りの 工 合 も從 來 と攣 り、專 ら家 族 の住 む の に便 利 なや

うに設 計 され る ことに な りませ う。 一略 一間 取 りの 工 合 も從 つて家 族 を主 と し、 日當 りの 良 い室
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は家族團攣 の所 に充て 、慮接室 は却 って 日蔭 に取 ると云ふ風です

1916年6月110頁 簡 易 生 活 か ら割 り出 した 住 宅 記 者111川 菊 水

橡側 がないため に掃除の 手をはぶ き

1916年6刀110頁 簡 易 生活 か ら割 り出 した住 宅 記 者 山 田菊 水

雨戸 は 一枚 もな く、全 部硝r窓 に な って い ます か ら、戸締 ま りが非常 に簡 輩 で 、 朝 夕のr敷 を省

くば か りで な く、何 時 で もf輕 に外 出 が 出來 ます

1916年6月111頁 簡 易 住 宅 か ら割 り出 した 住 宅 記 者lll川 菊 水

八畳 の居 間 は、 南側 が 全 部硝r窓 に な って ゐ て 、橡 側 も雨戸 もあ りませ ん

1916年6月112頁 簡 易 生 活 か ら割 り出 した 住 宅 記 者III川 菊 水

(豪 所 の板張 り部分に折 り轡み式の食卓 を設 置 した例)

1916年8月24頁 中流 の住 宅 は如何 に設 計 す べ きか 伊 東 忠 太

儀 式 本位 の家 、 家 族 本位 の家 一略 一住宅 も儀 式 の た め よ りも1三と して家族 の住 む に便 利 なや うに

建 て ね ば な りませ ん。 即 ち これ か らの住 宅 は儀 式 本位 を去 って家 族 本 位 に な らね ば な らぬ の で あ

ります。 そ の結 果 は 、從 來 客 間 に使 った 、 日常 りの よい展 望 の よい 抗な る部分 を家 族 の住 ひ に充

て 一略 一 一家 の 生 命 の源 た る大 事 な墓 所 を優 遇 して 、 光線 や空 氣 を ト分 人 れ 、 且つ便 利 に改 良 を

加 へ 、 湯殿 や便 所 も一層 注 意 を要 す る こ とに な ります

ユ916年8月24頁 中流 の住宅 は如何 に設計 す べ きか 伊 東 忠 太

子 供 な どは殆 ど 一一・定 の 部屋 を与 え られ ず 、 而 も客 間 にで も來 て 飛 び はね て遊 んで は叱 られ るとム

うや う に

1916年8月25頁 中流 の住宅 は 如何 に設 計す べ きか 伊 東 忠 太

子供部屋 の如 きも所謂第 二の國民 を健 全 にす る意味 か ら、成 るべ く良い位 置 を選 び

1916年8月25頁 中 流 の 住 宅 は 如lll∫に 設 計 す べ きか 伊 東 忠 太

客間 は第 二の位置で よい

1916年8月26頁 中流 の住 宅 は如何 に設 計す べ きか 伊 東 忠 太

各室の秘密 を保 ち得 ること。殊 に着 がへその他 のため に、他 か ら見透 か され ない隠 れ場所 が是非

必要です

1916年8月27頁 中流 の住 宅 は如何 に設 計 す べ きか 伊 東 忠 太

從 來 は 各室 共 多 くは襖障 子で仕 切 り、幾 間 も通 して ・つ の 大 きな室 と して使 へ る様 に した もので 、

之 は時 に取 って 甚だ便 利 で あ るが、 之 に伴 ふ 不 便 もあ ります

1916年8月27頁 中 流 の住宅 は如何 に設計す べ きか 伊 東 忠 太

各種 の部分 を大膿 医劃す ることが必要で少 くと も家族川 の部分 、客 に使 ふ 部分及 び豪所に關す る

三大 部に分 けて、 これ等相互 に入 り交 らないや うに

1916年8月g6頁 橡 側 を廣 げて仕 事 部屋 に 記 者

毫 所 の壁 を 一尺 に一一尺 五寸 位 く りぬ い て 、硝 子 戸 をは め て全膿 の 光線 取 を よ く して あ つ たの も、

暗 い貸 家建 の豪 所 を き もち よ く使 ふ た め に は

1916年8月97頁 伊 東 工學 博=ヒの新築 住宅 記 者

食堂書齋及び鷹接室だけが和洋折衷(他 は 日本問)

1916年8月97頁 伊 東 工學 博 七の新築住 宅 記 者

鷹接室は 一寸立話 しで濟むお客 に使ふ所で、 一番 陰氣 な所
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1916年8月97頁 伊 東 工學 博 士 の新 築住宅 記 者

博士の所謂家族 本位 主義 か ら、南を受 け た主要の部分 を家族 の使 ふ部分 に取 り、客 間 は東 向 きの

寧 ろ第 一二位 に取 ってあ る所 な ど、特 に記 者の注意 を惹 きま した

1916年8月g8頁 伊 東rl學 博 一i=の新 築 住 宅 記 者

憂 所 は 西 南 に 面 した景勝 の地 を 占め 、 南 と西 と爾 方か ら十分 光線 が 入 ります し、 そ れ に天 井際 に

高 く磨 硝 了一小窓 を取 って あ ります か ら、隅 々 まで遺憾 な く光線 が届 きます 。 豪 所 を全 部板 敷 に し

て 、 、Zちなが ら仕 事 をす るに は 、横 か ら射 す 光線 ば か りで 上 か ら光線 が足 りませ ん。 この 小窓 は

即 ち この 敏黙 を ト分 補 って居 ります

1917年3刀57頁 能 率 か らみ た東京 の生活 と地 方の生活 宮 田多賀 子

(川 舎 は)食 後 の無駄 話 が長 い ので す。 何 庭 の家 で も御 飯 がす んで か らお膳 も下 げ な いで 、 お湯

を呑み な が ら長 い間 世間 話 を して居 るの が お きま り一略 一 これ だ け で も無 か った ら一略 一 古 い生

活

1917年3月 ユ07頁 便利 と衛 生 を兼 ね た 山 脇 氏 の お毫 所 記 者

深 く掘 り トげた食品貯蔵室 で 、殆 ど冷蔵庫 ほ どに保存す る ことが出來 る

1917年3月109頁 動 作 経 濟 の ヒか ら .r夫 した 豪 所 記 者 山 田 菊 水

在來 の腰 障 子で は 、光線 が低 く横 に射 して 不都 合で す か ら、特 に料理 毫 の前 に六 尺 の 高窓 を設 け 、

磨 硝fの 障 子を 、7二て ま した。 これ だ と奥 の戸棚 の隅 まで 光線 が行 き届 い て

1917年5月110頁 室 内 の換 氣 と採 光 読 者

北 向の室 は廊Fの 屋 根 に硝 子 を張 り欄 間 も硝 子張 りにす ると非常 に明 る くな ります

1917{卜511110頁 室 内 の 換 氣 と採 光 読 者

從來 の 目本室は換 氣の 方法が備 はつてゐ ませ ん 一略 一窓 を附 け ると便利

1917年5月111頁 室 内 の換 氣 と採 光 読 者

豪 所 は 番 空 氣 の流 通 を良 く しなけ れ ば な りませ ん。 い ろ い ろ に窓 を開 け るの は この必 要 か ら

1917年5月111頁 室 内 の換 氣 と採 光 読 者

四 方 と も閉 め きられ た室は屋根 を抜 いて 天井 に硝 子張 りの 明 りと りを附 け ます。 その四隅 は金網

を張 って空 氣 をぬ くや うに します

1917年5月118頁 和 洋 の調 和 の よ くとれ た 食堂 と毫 所 記 者

御 家 族 の屠 問 、寝 室 は悉 く二階 で 、全 部 東南 を うけ た 、 明 るい 日本室 ば か りで した

1917年6刀102頁H一 八 坪 の地 面 へ 便 利 で 器 用 な家 読 者

子供 達 の 出 入 り毎 に 一々 履物 を片 付 け るや うな こ とは 出來 ませ ん し、 呉服 屋 そ の他 の 商 人 の 出 入

に も是非 必 要 なの に、何 慮 に もそれ だ け の鯨 地 が あ りませ ん。 仕 方 が な いの で 土間 の右 横 に 一略

一
一と間 とLり 段 を持 へ ま した

1917年6月105頁 廿八坪 の地 面 へ便 利 で 器用 な家 読 者

一室 つ つ濁 立 した 二階
、 試験 の時 な どに 二 人の 兄弟 が お互 い に邪 魔 に な らな いや う、 どち らへ お

友達 が遊 び に來 て も氣 兼 ね の な い よ うとい ふ考 へ か ら、 二人 の部 屋 を どち ら も廊 下か ら入 れ るや

うに して 夜 具 入 も別 々 に付 け ま した

1917年11月129頁 趣 味 的 に建 て られ た石 井柏亭 氏 の お家 記 者

窓 、 お縁 側 な どの障 子は、摺硝 子 に素通 しをはめ られ た

1918年7月68頁 住宅 の換 氣設備 佐野 利器

家屋は換氣通風の外 に同時に冬季に於 いては暖房保温の必要があ り、一方に暖めて一方 に空氣を
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換 へ る と云 ふ相反 封 した 二つの 事 を繰 返 さね ば な らぬ ので 、 こ 瓦に換 氣 設備 の難 問題 が起 る

1918年8月78頁 私 共 の寝 室 と湯 殿 読 者

湯 殿 は地 下 室 で す が 、光 線 は 巾四 尺位 で 、 高 さ ・間 ほ どの=つ の窓 か ら充分 入 ります

1918年9月22頁 無 駄 の な い住 居 記 者 山 田菊 水

玄關構 へが他 の部分 に比 して甫重 に過 ぎ、宛 然城 門のや うに感ぜ られ るのは四民'F等 の今 日柄 聯

か時 代 に副 はぬや うに見え ます が、訪問時間 に制限 な く、未だ起 きもや らぬ 早朝 か ら、食 事中夜

中の嫌 ひな く、何時訪 つれて も無作 法 と しない國では、書夜緊張 した氣分の玄關 も亦必 要

1918年9月22頁 無 駄 の な い 住 居 記 者lll田 菊 水

從 來 の住宅 一略 一何所 まで も開放的 で通 風 に申 し分 ない

1918年9月22頁 無 駄 の な い住 居 記 者 山 川菊 水

(掃 除)西 洋 風 の家 で あれ ば 、 卓 子の 上だけ綺 麗 に拭 いて あれ ば 、床 に は少 し位 の埃 があ って も

日立 ち ませ んが 、何 にせ よ畳 の ヒに直 に接 坐 りそ の ヒに手 を つ く以Lは 掃 除 を頻繁 に し、何 所 ま

で も清潔 にせ ね ば な りませ ん。 日本 人の潔癖 も恐 ら くこの邊 の必 要か ら來 た習癖 で 、掃 除 の ため

朝 夕 に費 や す 手敷 と労 力 とは實 に 大 した もの

1918年9月22頁 無 駄 の な い住 居 記 者 山 田菊 水

家 族 の常 住 す る居 間 は 、割 合 に劣 等 な位 置 に取 り展 望 日當 り風 通 し、 は て は装 飾 に至 る まで客間

に集 中 した我 國 の住宅 は 、 見方 に よ って は無駄 なや うに も見 え ます が 、 事務 所 で 用 事 を辮 ず る西

洋 と異 り、事 務 上 の用 談 も吉凶 の訪 問 も、 共 に住宅 で す る我 國 で は 、 これ も己む を得 ない

1918年9月22頁 無 駄 の な い住 居 記者 山 田菊 水

床 の間 が無 駄 だ と云 って も、 これ が無 けれ ば 兵螢 か寄 宿 舎 の や うで 、座 敷 に品位 と寛 ぎが あ りま

す まい

1918年9月22頁 無駄 の な い住 居 記 者 山 川菊 水

縁 側 が掃 除 に厄 介 だ と云 って も、 開 放 的 な 日本 家屋 に は これ な しで は しぶ きが凌 げ ます まい

1918年9月23頁 無 駄 の な い 住 居 記 者lll田 菊 水

畳 を腹 す るには 先 づ服 装 か ら改 め ね ば な らず 、服 装 を改 め るに は 、愚 が あ って は改 ま りませ ん。

今 は 正 に此 進 退 雨 難 の境 に あ る課 で 、僅 か に官 署學 校 事務 所 等 が趣 に代 へ るに椅 子 を以 て した結

果 この生活 は殆 ど全 部洋 服 とな りま した がそ の代 り家 庭 で は畳 に支配 せ られ て 、和服 を強 ひ られ 、

こ 玉に生活 が重 複 して 、 二重 の 被服 費 を要 す る ことに な って屠 ります

1918年9月23頁 無 駄 の な い住 居 記 者 山IH菊 水

今 一 つ 坐 る と云 ふ こ との た め に 、起 居 の 動 作 に無 用 な勢 力 を消 耗 す る こ とで す

1918年9月24頁 無駄 の ない住居 記者 山 田菊 水

朝 夕 の蒲 團 の 上げ 下ろ しもまた 、我 住宅 の無駄 な手歎 で す し而 か も多 くは特 別 に寝 室 の ないため 、

何 を措 いて も先 づ床 を上 げ 、 そ こを一通 り掃 除 して か らで な い と、書 の生 活 に移 れ ませ ん。 この

たあ に失 ふ時間 と勢 力は 一一通 りの もので な いば か りか、 これが あ るため に 三尺 の押 入 が必 要 にな っ

て 、肝 腎 の住 ひ を狭 く して 居 ります

1918年9月24頁 無駄 の ない住居 記者 山 田菊 水

通風 のため には壁 の上 下に通風孔排 氣孔 を設 ければ、室 内の温度 のため に猫 りで に盛 に換氣 が行

はれ、媛 房 も小 さな ス トー ヴか行 火で十分暖 ま りませ う

1918年9月88頁 明 る くて 氣 持 ち よい毫 所 記 者

東 と西 との殆 ど全燈 か ら日光が入 るや うに窓 をつけた。 二間 に二間半 の明 るいお墓所 一略 一東 向
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き と云 って も餓 程 南 に寄 って ゐ る故 か 、 軟 か い 日 光は 入 って も、 夏 の い らつ くや うに強 い 西 日は

あ た らな い

1919年1月77頁 働 き よ い お毫 所 記 者

全 部磨 き硝fの 窓 なので 、 普通 の硝f窓 か ら來 る よ りも自 い 明 るい 光線

1919年3月 グ ラ ビア 明 るい チ供 部 屋 記 者

㌃問 続 きの お 部 屋 で 、 ・方は坐 られ るや うに 、 づ∫は 腰 掛 け られ るや うに な つ て

1919年3月 頁 明 る いf供 室 記 者

(f供 室)思 ひ きつ て 明 るい廣 い 　二間 続 きの お 部屋

1919年5月28頁 住 宅 新 築の参考 内容 を 主 と した西洋館 読 者

朝晩の雨戸の開閉 に も閉 口

1919年5月28頁 住宅 新築 の参考 内容 を主 と した 西洋館 読 者

襖 重 で仕 切 った書齋 には、f供 が侵 入 し切 りで 、落 ち落 ち讃 書 も出來 ませ ん

1919年5月28頁 住 宅 新 築 の参 考 内容 を 主と した 西洋館 読 者

雨戸や襖障fを 使 はずに

1919年5月30頁 住 宅 新 築 の参 考 衛生的 の豪所 と玄 關 読 者

南側 の 南 角 を と って 六角形 の豪 所 と しま した ので 、 南 の 日を受 け る部分 多 く、 且つ狡 い距 離 に廣

い道 具 立が 出來 て 、動 作経 濟 か ら も有利 にな って 居 ります

1919年5月31頁 住宅 新 築 の参考 衛 生的 の毫 所 と玄 關 読 者

窓は硝子戸の観 音開 き

1919年5月32頁 住 宅 新 築 の参 考 居 なが ら家 中 を見通 す家 読 者

1そ婦 は 自分 の居間 か ら、居 な が ら家 中 を監 督

1919年5月34頁 廊 ド押 人 風 呂場 の 新ll夫 野 口 保 與

在 来 の建 て 方で は 五間 あ る と か 六間 あ る とか 云 つ て も、 そ れ が そ れ ぞ れ 猫 立 して ゐ な い の で す か

ら、 つ ま り:問 とか 三間 とか の 能 率 だ け しか な い こ と に な ります

1919年5月34頁 廊 ド押 入 風 呂場 の 新 」二夫 野 口 保 與

各室 が猫 立 して ゐて も、 そ の連 絡 が よ く出來 て ゐ な け れ ば 、 大層 不 便

1919年5月35頁 廊 下押 入 風 呂場 の 新 工 夫 野 口 保 興

Lは ガ ラ ス戸 、 ドは無 讐 窓 にで もす る と、外 氣 の 調 節 に も、 用 心 のLに も、便 利 で安 全 な もの に

な ります

1919年5月47頁 家族 本位 の住宅 毛利 彦 レ郎 氏 の お宅 記 者

全膿 が家族的、 ∫供 本位 といふや うに建 て られて ゐ ます

1919年5月48頁 家 族 本位 の 住 宅i毛 利 彦1'郎 氏 の お宅 記 者

西洋室 は この懸接間 だけで、他 は全 部 日本間

1919年5月48頁 家 族 本位 の住宅{}利 彦 十郎 氏 の お宅 記 者

中廊 ドは毎 日の拭掃除 の手数 を省 くため と、 お客様 を大勢 お招 ぎす る時 の都合 を考へて、全部替

敷 きに して ある

1919年5月48頁 家族 本 位 の住宅{}利 彦十郎 氏 の お宅 記 者

家の中の どの室 に も部屋 を横 切 らないで行 かれ るや うに中廊 下を通 して あ ります

1920年4月62頁 今後 の住 宅 は何 うな るか 大熊 喜 邦

一の住 宅 内 に
、腰 かけ る室 もあれ ば 坐 る室 もあ る こ とは 、 二重 生 活 の禍 を胎 す もの で 、將 來 は必
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ず 統 一一され ね ば な らぬ こ とで す

1920年4月63頁 今後 の住 宅 は何 うな るか 人熊 蒔邦

磨接間 簡易に接 見 腰 をかける

1920年4月63頁 今 後 の住 宅 は何 うな るか 大熊 喜邦

書齋 と子供 の勉強部屋 椅子テーブルが起居 に都 合よ く萬 事億劫 にな らぬ

1920年4月63頁 今 後 の 住 宅 は何 うな るか 大熊 ド尋二邦

豪 所 立 って働 く

1920年4月63頁 今 後 の住 宅 は何 うな るか 大熊 再邦

他 の室 が椅rテ ー ブル と し、寝 台 食 卓に改 め るの が當 然 だ とす れ ば 、居 間 と客 間 も共 に騒要掛 式 に

改 め る こと も、 左 まで 國 難 な こ とで は あ ります まい

1920年4月63頁 今 後 の 住 宅 は 何 うな るか 大 熊 ド属二邦

歩 む 面 と同 じ位 置 に寝 る ことは 、頗 る非 衛 生 の ことで す か ら、寝 台 を奨 拗 しな げれ ば な りませ ん

1920年4月64頁 今 後 の住 宅 は何 うな るか 大熊 喜邦

また錠 して安 全 に外 出 の 出來 る、徹 底 した簡 易生 活 をす る こ とは 、現 在 の形 式 で は 不 ・∫能 で す

1920年4月65頁 今 後 の 住 宅 は 何 うな るか 大熊 喜二邦

また 昔 の住宅 には 、媛 房 と云ふ 考 は 更に な く、防 衛 も除 り念 頭 に 置 かれ て あ りませ ん。 これ は武

家 が常 時 の 生活 を代 表 し、 そ の住 宅 が當 時 の住宅 形 式 を 支配 して 居 った た め で 、武 家 の生活 と し

て は 、座 敷 を暖 め る こ とや盗 難 を恐 れ て は 、除 り柔弱 と 考へ られ た 為 め で せ う。 この暖 房 と防 衛

の 目的 を達 す るに は 、何 う して もそ れ に適 す べ く獲達 した 、壁 と窓 との 形 式 に よ るが 合理 的 で は

あ ります まいか

1921イF2月124∫{i'!1=土 平 斗在(フ)ノ1、才羊 食宜 拳寸lllノ 已r'

艀 か な勉 強 部屋 を得 ん が た め 、 又病 身 の 次 男の健 康 の た め 、 長 男 の 設 討 で 郊 外 に カ ツ テ エ ジを建

て る こ とに しま した。 全 く樽 な しで は と皆 が心 配 しま した が、 試 み の た め す べて 板 敷 に きめ ま した

!921年4月27頁 實 生 活 に即 した庭 園 川村 剛

今 日以 後 の庭 園 は民 衆 本位 で あ り、家 族 本位 で あ って 、 日常 生 活 と 切實 に關聯 した もの で な くて

は な らぬ

1921年4月32頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 冬 は暖 かで 夏涼 しい家 医 學1:竹 朗 生

日光 の馨 治 衛 生 上 重 要 な ことは 、 今 更云 ふ まで もあ りませ ん

1921年4月37頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 家族 本位 の簡 易住宅 読 者

主眼 とす る所 は簡 易生 活 で 、建 坪 の少 な い 、掃 除 の楽 な、能 率 本位 の もの

1921年4月37頁 何 ん な住 宅 が欲 しいか 家族 本位 の簡 易住 宅 読 者

雨 戸 の 開閉 、障 子の塵 、縁 側 の拭 掃 除 な ど、朝 夕の 手敷 を省 き

1921年4月37頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 家族 本位 の簡 易住 宅 読 者

外園 は総 て窓壁 主義 と して、戸締 の簡易 と堅固 を期 し、通風採 光に注意 し

1921年4月37頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 家族 本位 の簡 易住宅 読 者

坐 臥 出 入 に利 便 で 、輕 快 素朴 且 つ實 用 的 の もの を 目標 と し、 半洋 式 の もの と しま した

1921年4月37頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 家族 本位 の簡 易住宅 読 者

客間 純洋式で主人室 と書齋 を兼ね

1921年4月37頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 家族 本位 の箇 易住宅 読 者

家族本位の無駄のない簡易住宅
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ユ921年4月38頁 何 ん な住 宅 が欲 しいか 家族 本位 の簡 易住宅 読 者

茶の 間 主に食 堂 と して使 ひ ます。 差當 り畳 敷 に しま した が 、や が て 西 洋 式 に改 め るつ も りで す

1921年4月38頁 何 ん な住宅 が欲 しい か 家 族 本位 の簡 易住宅 読 者

居間 六畳 で1婦 室 を兼ね 一略 一 この室 のみ は家 人の希望 によ り純 日本式 と し

192/年4月38頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 小 ち ん ま りと片 づ い た家 読 者

玄關 は 各室 へ の通 路 に 一轡 だ け に して

192ユ年4月39頁 何 ん な 住 宅 が 欲 しい か バ ソガ ロ ウ式 の 住 宅 読 者

在 来 の 日本 住宅 で は 一略 一玄 關 や客 室 に金 をか け 、 且つ家 と して の最 良位 置 を 占め させ る 一略 一

これ らの訣黙 を除 くには 、何 う して も根 本的 に改 革 して 、 西洋 式 を取 り入れ る方 が よい

1921年4月39頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か バ ソガ ロ ウ式 の住 宅 読 者

在 来の 日本住 宅 で は 一略 一縁 側 や 廊 下 な どの 不纏 濟 な場 所 が 多 く、 目.つ間 取 りが 散 漫 で 、 家 全膿

が キ チ ンと 一・の組 織 を な して 居 な い 一略 一 これ らの 訣 鮎 を除 くに は 、何 う して も根 本 的 に 改 革 し

て 、 西 洋 式 を取 り入 れ る 方 が よい

1921年4月39頁 何 ん な 住 宅 が 欲 しい か バ ソガ ロ ウ式 の 住 宅 読 者

在 來 の 日本住宅 で は 一略 一縁 側 、從 って障 子が 多 いた め に、室 内 が散 漫 に な り、 雨 戸 の た め に用

心 が悪 く、少家 族 で は外 出 に 不便 な こ と、延 いて は市 場 が獲達 せ ず 、 召使 を 要す る一略 一 これ ら

の訣黙 を除 くには 、何 う して も根 本 的 に改 革 して 、 西洋 式 を取 り人れ る方 が よい

1921年4月40頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か バ ソガ ロ ウ式 の住 宅 読 者

居 間 卜鍾 の板張 りと し、椅 子 卓子 を用 ひ、 食堂 兼居 間 に用 ひ、 お客 様 も こ エで鷹 接 します.珊

談 は 兎 も角 、 普通 の社 交的 の接 客 は 、除 り四 角張 らな いや うに した い

1921年4月41頁 何 ん な イ1{宅が 欲 しい か バ ソガ ロ ウ式 の 住 宅 読 者

寝室 現在の私達 の生活 と しては襲 敷が良い

1921年4刀44頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か お客 に偏 した家 読 者

玄關 の た た きは客 人 の み の 昇降 に用 ひ、家 人 は別 の上 り口をつ け た き事

1921年4月44頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か お客 に偏 した家 読 者

各室 と も 日當 りよ く、 風 通 しの 宜 しき事

1921年4月45頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か お客 に偏 した家 読 者

縁側 は朝夕の拭掃 除 の手敷 を省 くため、成 るべ くつけぬ

1921年4月45頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か お客 に偏 した家 読 者

古 凶 の折 、 多勢 の客 な どの場 合 に 、 二間 を通 して 大 きな一 室 となす た め 、 客 室 と他 の 一室 は 、 襖

一・甫 に て 相 隣 れ る 事

1921年4月45頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か お客 に偏 した家 記 者

評は標題で澤山でせ う

1921年4月45頁 何 ん な住 宅 が欲 しいか 文化的住宅 読 者

先 づ洋 風 で なけれ ば な りませ ん。 一略 一衛生 的 な ことで畳 の埃 か ら逃 れ る こ とが 出來 ます

1921年4月45頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 文化的 住宅 読 者

先 づ洋 風 で なけ れ ば な りませ ん。 一略 一 ほ ん と うの簡 易 生活 は 、 この 洋 風 生 活 に よ って の み 與 へ

られ る ことです。 即 ち起 居 ふ る まひの 自由 に快 活 で あ り得 る こ と、掃 除 の簡 軍 に清 潔 に な し得 る

こ と、及 び毫 所 の 氣持 ち よ さ と、簡 輩 自由で あ る ことで す
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1921年4月46頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 文化的 住宅 読 者

日當 りを特 に 注 意 した もの で 、 冬 は暖 か く夏 は 涼 しい つ も りで す 、、殊 に これ まで 虐 待 され た 召共

室 は 、 南 向 きの暖 か な所 に取 り

1921年4月47頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 出來 るだ け 小 さな家 読 者

坐 る ことに よ って私 達 の生 活 は 、 どんな に不活 獲 に され 、 不健 康 に され て居 るか知 れ ませ ん。 私

た ち の何 よ り急 を 要す る改 造 は 、坐 る こ とを 止め て椅rテ ー プル の生活 にす る こ とで あ ります

1921年4月47頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 出來 るだ け小 さな家 読 者

一生 に 二 三度 あ るか な しの
、冠 婚 葬 祭 の 準備 と して 、 不 川 な問 の 幾 つ か を お くと云 ふ ことは 、 甚

だ しい 不経 濟 で す

1921年4月48頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 出 來 るだ け 小 さな家 読 者

出 入の扉 には錠前 を附 し、窓 や 玄關 に も堅 い締 を して 、留守 居 な く して外 出 の出來 るや うに したい

1921年4刀48頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 出來 るだ け 小 さな家 読 者

踏 む所 がそ の儘 寝 床 に な る と云 ふ ことは 、 考 へ る まで もな く嫌 な こ と

1921年4刀48頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 出來 るだ け 小 さな家 読 者

あ の移 しい塵 の た ま る愚 は 、我 慢 が 出來 ませ ん

1921年4月48頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 出來 るだ げ小 さな家 読 者

様 式 は洋風 と したい と思 ひます

1921年4月48頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 出來 るだ け小 さな家 読 者

い つ も洪 水 の よ うに 口光 の 導 入 を は か りた い

1921年4月48頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 出來 るだ け 小 さな家 読 者

これ まで虐待 され た毫所 も良 い位 置 に取 りたい

1921年4月48頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 出來 るだ け 小 さな家 読 者

偶 に來 る客 の た め 日あ た りの よい室 を用 意す るの は間違 つて 居 ます か ら、 そ れ を家 族 の居 間 に し

て 、玄 關 を少 し廣 く取 り、椅 子 テー ブル を据 ゑ て 、 そ こで客 に慮 接 した ら よいでせ う

1921年4月48頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 翻 訳 され た 家 読 者

家族本位に

1921年4月49頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 翻 訳 され た家 読 者

(豪 所)明 るい位 置 を選 び ます

1921年4月51頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 子供部屋 を兼ねた主婦の部屋 読 者

南側 全 部硝 子窓 と し、高 さは出窓 と同 じ高 さに

1921年5月60頁 何 ん な住 宅 が欲 しいか二 私 の望 んで居 る住宅 読 者

窓 は全 部西洋風 の雨開 ぎと し、鎧戸で締 ま りをいた します

1921年5月60頁 何 ん な住宅 が欲 しいか二 私 の望 んで居 る住 宅 読 者

住 宅 を椅 子式 にす れ ば 、 直 に衣 服 の 不 自由 を感 じませ うが、 衣服 と住居 と同時 に改 善す る ことが

出來 な い とす れ ば 、勢 ひ手 早 く思 ひ付 い た もの か ら取 りか か る こ とにせ ね ば 、兎 や角 考 へ て居 る

うち に時 は経 って しまひ ます。 た とへ洋 服 に下駄 ば きの ぶ さい くな格 好 で も、幾 月幾 年 の後 には

自然 に調 って 來 ませ う。 この 考 へ か ら大 部分 を椅 子 式 に しま した

1921年5月60頁 何 ん な住 宅 が欲 しいか二 私 の望 んで居 る住宅 読 者

これ か らの住宅 には、特 に良い位置 に客間 を取 る必要 はあ ります まいか ら、お客 は書齋 に通すつ

も りです
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1921年5月60頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 一二 私 の望 ん で居 る住 宅 読 者

寝 室 兼 病 室 は、 い ろ い ろの都 合 か ら 日本室 に しま した

1921年5月61頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 二 私 の 望 んで盾 る住 宅 読 者

食堂 は主婦 の部屋 を兼ね、家族の娯楽 の場所 に もな ります

1921年5月62頁 何 ん な住宅 が欲 しいか 二 私 の望 んで居 る住宅 読 者

光線 は磨硝 子の窓 をつけて取 りませ う

192ユ年5月62頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 二 米國 で 建 て る積 りの家 読 者

私 共 は ど こまで も家 族 本位 で 、 また私 共 自身 本位 の家 を建 て るつ も りです 。 一略 一親 の氣 に 入 っ

た家 は必 ず しもfに 適 す る と限 らず 、 子の代 に都 合の よい家 で も、孫 の代 に は勝 手 の悪 い ことが

あ る筈 で す

1921年5月62頁 何 ん な住 宅 が欲 しい か 二 米國 で 建 て る積 りの家 読 者

(目 本に建 て るな ら)客 川寝 室 兼病 室 を畳 敷 きに

1921年5月62頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 二 米國 で 建 て る積 りの家 読 者

老人室だけ轡敷

1921年5月64頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 』二 夫 婦 共 川 の 書 齋 読 者

住宅 に封 す る希 塑 は 一略 一川 心 の よ き 事

1921年5月64頁 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 二 夫婦 共 用 の 書齋 読 者

居 間 は客 室 と書齋 とを兼 ね た廣 い室 と した い と思 ひ ます。 これ は 一一は経 濟Lの 理 由 もあ ります が 、

一は來 客 を家族 的 に親 し く歓 待 した い か らで す

1921年5月64頁 何 ん なイ1三宅 が 欲 しい か:洋 風 客 間 の趣 向 読 者

居間 兼客間 は住宅氣分 のあふれ た、 真に楽 しい 自由な暖 かい部屋 を作 りた い

1921年5月65頁 何 ん な1}三宅 が 欲 しい か:洋 風 客 間 の趣 向 読 者

客 問 居 間 の は安 楽 椅fや 肘 掛 椅f等 は 材料 色 彩 に攣 化 の あ る方が 面 白い もの で す 一略 一 西 洋室 は

窮 屈 だ と云 はれ る方が あ ります が 、 そ れ は家 具 の設 備 の悪 い ため で 、通 常 市中 に 費 って居 る 事務

用 の椅rよ り幾 らか低 い椅rに して 、 い ろい ろ取 まぜ て お けば 、氣 持 ち よ く住 め る

1922年2月124頁 た った 千圓 の 家 読 者

客 間 ・つ を ス トー ブで 温 め れ ば 殆 ど家 中 が温 ま ります

1922年8月23頁 住 宅 建 築 に現 れ た る時 代 の 姿 佐 藤 功 一

今の時 代相は益 々進 んで洋風 に近 づか うと して居 るのです か ら、 これ に適 す る最 も合理 的 な住宅

を得 よ うとす る事の近道 は、直 ちに純粋 の洋風住宅 を採用す るにあ る事です

1922年8月25頁 住 宅 建 築 に 現 れ た る時 代 の 姿 佐 藤 功 一・

家 の中 に於 て比較的 公の用途 に充て られ る可 き室 、即 ち鷹接 間 とか客間 とか いふや うな もの を椅

r式 に改 め る

1922年9月82頁 私 の住 む村 の 住 宅 読 者

出居即 ち客間 は折 角 南の 日を受 け るや うに作 られてあ りなが ら、平常 は使 用 され ない

1922年9月117頁 私 た ち の生 活 に 洋 服 を取 り入 れ て 読 者

よそ の お宅 に上 って 長座 しま した時 な ど、 立 ち ま して か ら後 の綴 が氣 に な ります。 一略 一近 頃 は

た ま りかね て 、 長座 しさ うな時 は和 服 を着 るや うに な りま した。 凡 て の家 が テ ー プル椅 子 に な ら

ない 限 り、 二重 生活 は まぬ がれ な い と申 して居 ります
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1922年10月92頁 電 氣 の 家 記 者

木 に竹 を接 いだや うな折 衷式 を排 し、思 ひ 切つて西洋風 に設訓 されて あ ること

!922年10月96頁 電 氣 の 家 記 者

南 向 きの 食 堂 に は 前 の 方 に 入込 み が あ つ て 、 南 側 に廣 い シー トを取 りつ け 、 デ ザ ー トが濟 ん だ後

の 、 楽 しい 團 攣 の場 所 とな る

1922年10月96頁 電 氣 の 家 記 者

(豪 所)南 の窓際 に

1922年11月96頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 私 の頭 に熟 した理 想 の家 読 者

東 と北 に窓 を つ く り、 東 は大 き くあ け 、北 は 夏 明 け 放 って 、 食堂 の 南の 窓 か らの 風 を吹 き通 しに

します 。 日光 の こ とば か り考 へ て 、 東 南 の 一・方 日の 室 が 、 夏 非 常 に 暑 い と云 ふ終 験 か ら是非 斯 う

した い

1922年11月96頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 私 の頭 に熟 した理 想 の家 読 者

(食 堂)家 族 團攣 室 を兼 ね た い一略 一 夕食後 や 日曜 な ど皆 が楽 しく談笑す る、 番 楽 しい部屋 と

して

1922年11月96頁 理 想 と實 際 の小 住宅 私 の頭 に熟 した理 想 の家 読 者

(台 所)南 に 高 い 大 きな窓 を取 って 光線 を セ分 に入 れ 、 東 は ポ ー チ、 東 南隅 に は サ ソル ー ム を

1922年11月97頁 理 想 と實際 の小住 宅 私 の頭 に熟 した理 想 の家 読 者

墓 所 南向 きの 大 きな窓 を持 った 、 衛 生的 の 小 ち ん ま り した 耐動 きよい室

1922年11月98頁 理 想 と實 際 の小 住宅 私 の頭 に熟 した理 想 の家 読 者

寝 室 東 の窓 の所 へ ベ ッ ドを お い て 、 卜分 朝 日を 入 れ

1922年11月98頁 理 想 と實 際 の 小 住 宅 私 の 設 、ll'しつ つ あ る 一問 の 家 読 者

夫婦 暮 ら しの上 に用 聞 を 入 れ ませ ん ため 、 寸 の 買物 に も無 川心 で 、何 う して も 日本風 で は戸締

りが不便 で す

1922年11月98頁 理 想 と實 際 の 小 住 宅 私 の 設 、ll'しつ 瓦あ る ・間 の 家 読 者

前後 二回海 外 に生活致 しま した主人はやは り西洋風 が よい と中 しますので

1922年11月100頁 理 想 と實際 の小住 宅 狭 い豪所 と別荘 案 読 者

寝室 と食堂 には是非 朝 日を欲 しい と思 ひ、それ をL夫

1922年11月101頁 理 想 と實 際 の 小 住 宅 小 さ くil夫 した 家 読 者

窓 は出來 るだけ大 き く明け、十分空 氣の流通 を

1922年11月101頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 惣 本家 と して の隠 宅 読 者

グ リー ソル ー ム は 、 父 の 手植 の 鉢 な ど な らべ 、 日の あ た るや う周 園 は 全 部硝f張 り

1922年11月102頁 理 想 と實 際 の 小 住 宅 惣 本 家 と して の隠 宅 読 者

ボ イ ラー ル ー ム は 風 呂場 の ドに 、 ・坪 の 地 下室 に取 り、 各室 に 湯 を送 っ て媛 房 と い た します

1922年11月102頁 理 想 と實際 の小 住宅 小 さな折 衷式 の家 読 者

少 な くと も豊 の 生活 は椅 子テー ブル 本位 と した い

1922年11月102頁 理 想 と實 際 の小住宅 小 さな折 衷 式 の家 読 者

外 観 を洋 風 にす るの は、 敷地 に相 當 ゆ と りが な い限 り、周 園 の家 との 調和 ヒ差控 へた が よい

1922年11月103頁 理 想 と實 際 の小住 宅 小 さな折 衷式 の家 読 者

眞に東西を融 合 した様式が現はれ るには、尚ほ絵程の年月を要す る
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1922年11月104頁 理 想 と實際 の小住 宅 洋風 に改造 した借家 の四畳 半 読 者

生活 改 善の聲 に、 切 りに洋 風 の室 が欲 し くな りま した が 、 洋服 細 民 の悲 しさは 、 人様 の や うな家

は出 來 ず 、せ め て ・室 だ け で も腰 掛 け式 の生 活 が した うな りま した

1922年11月106頁 理 想 と實際 の小住 宅 衛 生 を主 と した私 の小住宅 読 者

衛生 本位 の家 を建 て 」みた い

1922年11月107頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 簡 易生 活 か ら出獲 した 一一問 の家 読 者

簡 単な戸締 りで何時で も外出の出來 る

1922年11月107頁 理 想 と實 際 の 小 住 宅 簡 易 生 活 か ら出 襲 した 一一間 の家 読 者

郊 外 の 夫婦 き りの住 宅 と して 、最 も簡 易 な生 活 の た め に 、出 來 るだ け小 さい便 利 な氣持 の よい

1922年11月108頁 理 想 と實際 の小 住宅 理想 の生活 の 出來 る住宅 読 者

居 間 に 人 ります 。 お 客 様 は 家 人 と共 に くつ ろ い だ心 で お話 して い た ゴ くこ と に しませ う

1922年11月108頁 理 想 と實際 の小 住宅 理 想 の生活 の出來 る住宅 読 者

食堂 は カー テ ソを お ろ して 、 ま さか の時 に居 間 との境 を作 る ことが 出 來 るや うに しませ う

1922年11月108頁 理 想 と實 際 の 小 住 宅 低利 資 金 で 建 て る家 読 者

光線 と通風 に留意

1922年11月108頁 理 想 と實際 の小 住 宅 低利 資 金で建 て る家 読 者

階段 は玄 關 と豪 所 と爾 方 か ら昇 降 が 出來 るや うに し、 一略 一部屋 部屋 を猫 立 させ るた め 、 中 央に

も廊 下 を取 りま した

1922年11月109頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 紙 に書 い た 家 読 者

.玄關 窓 は 全 部硝fに して 、 温 室 造 りに

1922年11月109頁 理 想 と實 際 の 小 住 宅 紙 に書 い た家 読 者

働 を壌 して椅rと 卓 子に した家

1922年11月109頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 紙 に書 い た家 読 者

…々 締 り を つ け て

1922年11月109頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 紙 に 書 い た家 読 者

窓 は 出 來 るだ け廣 くと って 洪 水 のや ふ に 日光 を導 きます 。 云 ふ まで もな く硝 子 で す が 、た 父一様

の硝 子 で な く、曇 硝 子や花 硝 子を使 い ませ う

1922年11月109頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 紙 に書 い た 家 読 者

雨戸も縁側もない家

1922年11月109頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 紙 に書 い た家 読=者

掃除 の 手輕 に出來 ること

1922年11月110頁 理 想 と實 際 の小 住 宅 ベ ラ ソ ダー式 鷹 接 間 読 者

暑 さの 頃 に は そ よそ よ と涼 しい風 を 、絶 えず 通 した い

1922年11月110頁 理 想 と實 際 の小 住宅 私 共の小 天地 読 者

冬 の寒 い時 は こLに 毛布 を敷 い て 、 ガ ラ スを透 して來 る光 りを十 分 入 れ た ら嚥 ぞ暖 い だ ら う

1922年11月110頁 理 想 と實際 の小住 宅 私 共 の小 天地 読 者

ベ ラ ソ ダ式懸 接 室 掃 除 の 手歎 を はぶ くため 、 今 まで の橡 側 と云 ふ もの をす つ か り取 って しまつ

て 、 そ の 代 わ りに ベ ラ ソ ダー 風 の場 所 を つ く りま した

1922年11月112頁 日本 家 を洋 館 に改 造 して 読 者

手 の かXる 不便 な 日本家 、 朝 夕 の戸 の開 閉 を無 く した い こと、床 の 上 げ下 ろ しをや あ た い こ と、
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雑 布 が け を壌 した い こ と、 戸 外 か ら も鍵 で 開閉 の 出來 るや うに し度 い こと

1922年11月113頁 日本 家 を 洋 館 に改 造 して 読 者

(泊 ま り客 、 女中 室 を除 いて)全 部畳 を巌 した

1922年11月114頁 日本 家 を洋 館 に 改 造 して 読 者

床 の違 い棚 の 上 下ヘー段 づ 玉棚 を入れ て本棚 に

1923年3月95頁 住宅建 築問答 小住宅 の建築 費 読 者

建 坪 を少 な く して二 階 建 て の 方が安 く出 來 ませ うか。 老 人 子供 の 為 にはiF家 の 方が便 利 とは思 ひ

ます

1923年3月95頁 住 宅建築問答 小住宅 の建築 費 読 者

掃 除や毎 日の雨戸 の開閉や留守 番に も困 るので、 な るたけ 手敷 を省 き安心 して留守 の出來 る簡 易

な生活

1923年3月g5頁 住 宅 建 築 問答 小住宅 の建 築 費 の答

郊外の住宅 な らば 平屋建 ての方がよい

1923年3月95頁 住 宅 建 築 問答 小住宅 の建 築 費 の答

家 は 日々の生 活 の ため にた て る もの で何 年 か に 一度 位 の葬 式 の た め に たて る もので は な いので す

か ら

1923年4刀g3頁 住 宅 建 築 問 答 床 を獲す るに就 て 読 者

いろい ろな黙 か ら日本座 敷 の床 は不便 があ るので襲 したい

1923年5月40頁 洋 式 生 活 に 日 本 家 屋 を 適 応 さ せ て ミセス ・ジュリエット

日本の 人々 が だ ん だ ん に西洋 の生 活様 式 を採 用 す るや うに な って來 ま した。 其の理 山は私 が屡 々

聞 く庭 に よ ります と、 そ の 方 が一 層 便利 で あ り住 み心 地 が よい といふ の で ござい ます

1923年5月47頁 住 宅 の衛 生 阿 部 博

ri本 の家 屋 は通 氣 し易 い障 子 と云 ふ もの を 多 く用 ゐ て居 て 、天 井 は竿縁 天井が 多 く、床 板 と云 っ

て も隙 間 が 多 く、畳 も充 分空 氣 を通 す し、 そ れ に少 し立派 な建 物 に な る と欄 間 を作 って隣 りの間

と も自由 に空 氣 の 交通 が 出來 る様 に して ゐて 、換 氣 と云 ふ鮎 に は割 合心 配 は 要 らな い

1923年5月94頁 住 宅 建 築 問答 小 さな西洋館 読 者

差當 り老人や女中 な どが不便 であ ら うと思 ひ、老人室 、女中室 と二階 の 予備室 とを働 敷 に したい

1923年7月107頁 住 宅 建 築 問答 衛 生的 な住宅 読 者

日當 りの よい 、衛 生 上 に も立 働 くに も都 合 よ く

1923年7月107頁 住 宅 建 築 問 答 衛 生 的 な住宅 読 者

家 族 の團樂 も楽 し く出來 、御 客 様 に も心 持 よ くい た した い とい ろ い ろ設 計 をい た して み ま した

1923年7月108頁 住 宅 建 築 問答 衛 生 的 な住宅 の答

化 粧 室 は大 不 暗 いや うで す。 之 で は お化 粧 が 出來 に くいでせ う。 な るたけ窓 を多 く して 、 明 る く

す る事 と空 氣 の流 通 を よ くす る事 は 大切

1923年7月109頁 住 宅 建 築 問答 雪 國 の住 宅建 築 の答

最 も多 く使 は るべ き其茶 の間 が南 か らの光線 を充分 に うけ得 ない と云ふ事 も、お しい

1923年8月113頁 わ た く しど もの 家 読者 武 井 千代

ど こへで も他 の室 を通 らず に行 け るや うに

1923年8月115頁 わ た く しど もの家 読 者 武 井 千 代

洗濯場 東 に大 きな窓 を と り、明 るい ところで立 った ま Σ仕事 が出來 るや うに
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1923年8月115頁 わ た く しど もの 家 読 者 武 井 下代

家族 生 活 の快 適 といふ こ と と、 日常 の家 事 の便 利 といふ こ と を主眼 と して

1923年8月118頁 住宅 建 築 問 答 郊外 の 旧園住 宅 読 者

子供 の 出 入 りは 全 部豪 所 の 方 の 入rlよ り して 、 客 間 の 玄 關 は よ ご さぬ や うに した い

1923年8月119頁 住宅 建 築問 答 郊外 の 田園住宅 の答

客間で あ ると共に多分御 主人 夫婦の寝 室 に も使 われ る

1923年11月165頁 住 宅 建 築 問答 家 族 本位 の住宅 読 者

衛生 と便 利 を1三と して 出來 るだ け狭 く し、家 族 本 位 に建 て た い と存 じます

1923年11月165頁 住 宅 建 築問 答 家 族 本位 の住 宅 読 者

居間 と茶の間は畳敷

1923年11月165頁 住宅 建 築問 答 家族 本位 の住宅 読 者

子供室 と客室は椅子式

1923年11月165頁 住宅 建 築 問答 家族 本位 の住宅 読 者

f供 室 は コル ク張 り

1923年11月165頁 住 宅 建 築問 答 家族 本位 の住宅 読 者

どの室 も風 通 しの よい こ と、 どの室 も明 るい こ と、 どの 室 に も 日光 が 直射 す る こ と

1923年11月167頁 住 宅廼 築問 答 家族 本位 の住 宅 読 者

茶の間 は 主婦の仕事室 を兼ね、 こ 」で仕 事を しなが ら子供 の世話 をす る

ユ923年11月167頁 住 宅 建 築 問 答 家 族 本 位 の住 宅 読 者

(台 所)南 の窓 は 全 部硝 子戸 、 西 は板 戸 に して必 要 に応 じて取 り外 して西 日を入れ る

1923年11月167頁 住 宅 建 築 問 答 家 族 本位 の 住 宅 の 答

居 間 や 書齋(1二 人o)居 間)が 、 北 向 きに な って 居 るの は 少 々 不都 合 で は あ ります まい か

1923年11月167頁 住 宅 建 築 問 答 家 族 本 位 の住 宅 の 答

玄關 の ド駄 箱兼 花 豪 と、 向 ふ か ら家 人 の 出 入 り口を分 け て あ る

1924年3月g1頁f供 室 と そ の 設 備 木 檜 怒 一・

f供 室 東南 と西 南の中 央に六尺 と三尺 の窓 を と り、通 風 と 日光の射 入 を十分 に

1924年5月 附 録29頁 住 宅 ノ1・品15種 屋 根 の 見 え ぬ 家 稲 田 男爵 の家 遠 藤 新

食堂 兼居間 を中心・に して時 々滞京の御 老父 と人學 の弟 との 二部屋 が西へのびて猫 立 の生活 が出來

る様 にな って居 る

1924年6月102頁 小 住 宅 σ)問取 と寝 室 の 新 しい 設 備 木 檜 恕 一一

丸婦 とr供 二人 の 生活 で 、 女中 もな く全 く家族 本位 と して 考案 した もので す

1924年6月102頁 小 住 宅 の 間 取 と寝 室 の 新 しい 設 備 木 檜 恕 一一一

中流以 ドの家庭 では この寝 室 を掲 立 して設け る ことが種 々の黙 か ら困難で あ ります。 五間 や六問

の家 で も、居間 や客間 を亦寝室 と兼 ね させねば な らなぬ状態 です。 況や ード流 の生活 に於 いては、

居間 も食事室 も寝室 も悉同室で 、時 には子供室 や老人室 を もまた兼ね させねばな らぬ もの もあ り

ます。 一略 一椅f式 にすれ ば 、座 式 に比較 して間 数 がふ え る、家具 が 多 くな る一略 一然 らば この

黙 を如何 に解決す るか一略 一各室の用途 を絵 り厳格 に定 めぬ筆法 一略 一食事室 を居 間 に兼 ね させ

た り、居問 と客間 を共通 す る計 りでな く、寝室 を居間 又は食事室 に兼ね させ 、子供 の寝室 をそ の

勉強室 と共通 にす る
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1924年6月104頁 小 住 宅 の 間 取 りと寝 室 の 新 しい設備 木檜 恕 一

食 事室 一 この ・室 は家 族 全 部 の集 合す る室 で あ る。 食後 家 族 相 集 まつて1'二に楽 しむ には至極 適當

の場 所 で あ る。 從 って 、家 族 團 攣 を 目的 とす る居間 を これ に兼 ね しむ るは最 も合理 的

1924年9刀65頁 夏 涼 しい 家 佐 藤 功 ・

夏 家 が涼 しくあ るための條件 風通 しを良 くす る事

1924年9月66頁 夏 涼 しい 家 佐 藤 功 ・

西 洋 の 家 の 多 くは 周 園 も 日本 流 に あ け は な しに な つ て居 らぬ と同時 に 、所 謂 プ ラ イへ 一 シ での 為

め に室 と室 との 閲 、或 ひ は 又室 と廊 ドとの問 等 に は 巾 三尺 位 な 戸 を 設 け る だ け で 、 小 窓 ・つ す ら

設 け な い の で あ る。 然 し 日本 に於 て は 部屋 と 部屋 と の 問 、 部 屋 と廊 ドとの 間 は 、 人抵 西 洋 人 の

1横 に す べ る紙 の壁 」 とい ふ襖 で 自 由 に開 け る こ とが 出 來 る様 に な つ て 居 るの で あ るが 、 これ も

亦 一一一面確 か に風 通 しを よ くす る た め に 暑 さ に起 因 す る もの と 見て 差 支な い、,一略 一 吾々が 西 洋 風

の 家 を造 る と云 ふ必 要 の ・つ は プ ラ イベ ー シ イを保 つ こ とに あ るの だ か ら、 戸 を あ げ ひ ろげ て お

か ね ば な らぬ や うで は 部屋 が 見 え透 い て 困 る

1924年11月92頁 終 濟 的 に考 案 した新 しい住 宅 設 備 木檜 恕 ・

我 が國 在 來 の住 宅 で は 、欧 米 の 住 宅 に 見 るや うに 各室 の職 能 が判 然 と して を らず 、 そ の称呼 も1品:々

で あ り、從 って使 用Lの 不便 も紗 くあ りませ ん。 故 に我 が國 の 住 宅 建 築 に於 て は 、 各室 を猫 ㍍ さ

せ る こ とが 、 そ の 改 良 の1三眼黙 で な け れ ば な りませ ん

1924年11刀96頁 経 濟 的 に 考 案 した新 しい住 宅 設 備 木 檜 恕 一

食 事室 は 、家族 が集 合 して愉 快 に食 事 す る所 で あ る。 そ して この 目的 が家族 の團攣 に あ る以 ヒは 、

これ を居 間 と兼 用 す る こ と も強 ち不 合理 で は な い

1924年11月g7頁 兄 弟 五 人 のr供 室 読 者

日光浴 が 出 來 る よ うに周 園 をす つ か りガ ラ スに

1924年11月97頁 兄弟 五 人 のf供 室 記 者

(子 供 室)東 西 南 の 一三方 か ら 日光 を と り人 れ るや うに

1924年11月98頁 兄弟 五人 の 子 供 室 読 者

まだ私達 は全 部 洋 式 に は 出 來 ませ ん。 そ れ に ベ ツ ドで す とか た づ け られ ませ ん か ら、割 合室 を紳

濟 に用 ふ ことが 出來 ませ ん

1924年12月101頁 十 三 坪 半 で 浴 室 まで あ る 美 しい家 記 者

毫所 には北 と西 に窓 があつて明 るい

1924年12月101頁 一卜三坪 半 で 浴 室 まで あ る 美 しい家 記 者

慮接 間 には東 窓 、 食堂 には北 窓 、寝 室 に は 南窓 と嘔 別 され て ゐ ます。 さ う して匿 別 され た 光線 の

具 合で 、鷹接 問 は落 付 いた感 じ、 食堂 は 嵩室 の や うに澄 ん だ 明 る さ、寝 室 は 温 い感 じとい うや う

に、 た った ト'坪足 らず の 中 に あ る三 つ の 部屋 に 単調 で な い感 じを與 へ て くれ るわ けで は な い か と

思 ひ ます

1924年12月106頁 貸家 の理 想 と非 難 読 者

赴 任 につ げ込 む法外 な家 賃 を取締 まる法 は ないでせ うか

來客本位の勝 手の悪い家

1924年12月107頁 貸 家 の理 想 と非 難 読 者

これ位 の理 想 は家 主 も心 得 て ほ しい と思 ひ ます

風 通 しの よ い家 。(こ の 前 、 日當 り もよ く見 か け の い い家 だ と思 つ て 入 りま した と ころ朝 か ら晩
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まで11が 常 りす ぎて 、家 の 向 きが悪 か つ た せ い か風 が 少 しも通 らな いで 、 一夏 焦 熱 地 獄 の思 ひ で

苦 しめ られ た こ と もあ りま した)

1924年12刀107頁 貸 家 の理 想 と非 難 読 者

これ位 の理 想 は家 主も心 得 て ほ しい と思 ひ ます

日常 りの よ い 明 る い家 。(雨 ふ りな ど に は暗 くて 書間 使 へ な い 部 屋 で は困 ります)

1924年12月108頁 貸 家 の理 想 と非 難 読 者

これ位 の理 想 は家 主 も心 得 て ほ しい と思 ひ ます

家 人の部屋 を通 らないで も客間 に行 け る家

1924年12月108頁 貸 家 の理想 と非 難 読 者

これ位 の理 想 は家 主 も心 得 て ほ しい と思 ひ ます

家 は 家 族 全膿 の 家 で なけ れ ば な りませ ん。}三 人 の た め に も、 老 婦 の た め に も、 又 子供 の た め に も、

都 合 よ く出 來 て ゐ な け れ ば な りませ ん

1925年1月33頁 新年 を期 して實 行 した い とお もふ 読 者

衣 食住 の改 革その他 住宅 が當 面 の問題

他 家 を訪 問 して 番 困 るの は 、 ズボ ンの 膝 を折 つ て座 布 団 に坐 らせ られ る こ とだ と申 します

1925年1月138頁 農家 を そ の まx利 用 した洋 風 の 文 化 住 宅 記 者

一 方 は 慮 接 間 へ
、 一方 は 子供 部 屋 へ 、 一方 は 豪 所 へ

1925年1月140頁 農 家 をそ の ま 玉利 用 した洋 風 の 文 化 住 宅 記 者

南 と東 に廣 い窓 が あ る 子供 部 屋 は 、 この ヒな く明 るい温 か な部屋

1925年1月142頁 狭 い建 坪 をL手 にr夫 した 家 読 者

居 間 を椅f式 に して 、 そ こに住 居 の殆 ど 大 部分 一態 接 問 、食 堂 、書 齋 一 を背 負はせ て 見 ま した

1925年1月142頁 狭 い 建 坪 を ヒ手 にll夫 した 家 記 者 大 塚 民 ∫・

家族 本位の簡易なお家

1925年2月118頁 鷹 接 問 は ゴ チ ッ ク式 、 食 堂 は 純 ア メ リカ式 、 記 者

一二階 は オ ラ ソ ダ式 の 家

食堂 か ら東 に向 か って横 一・間 縦 三 間 半 の突 出 した ガ ラス戸 六枚 の窓 か ら充 分 な 日光 を入 れ るベ ラ

ソ ダー が あ ります

1925年4月163頁 家 賃 の安 い家 記 者

橡側 は全部ガ ラス戸 あ り

1925年8月113頁1● 二坪 の 住 宅 浪 川 岩 次 郎

畳 の 部屋 は あ りませ ん。 其 の鯨 裕 もあ りませ んで した し、無 くて も別 に不 便 を感 じませ ん

1925年8月U3頁 十 二坪 の住宅 浪川 岩次郎

(玄 關)内 側 に ナ イ トラ ツチを付 げ 、外 出 の時 は 其 の鍵 一本 さへ もつ て 出 れ ば い 玉の です か ら簡

軍 です

1925年8月113頁 十 二坪 の住 宅 浪 川 岩 次郎

(居 間)食 堂 を兼 ねて ゐ ます

1925年8月114頁 十 二坪 の住 宅 浪 川 岩 次 郎

寝台使用は一番有効な蚤撃退法です

1925年8月114頁 十 二坪 の住 宅 浪 川 岩 次郎

冬 期 一一隅 に ス トー ブを据 え るや うに して お き ま した。 そ して 、 各 部 屋 との 間 を開 け放 つ と、家 全
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膿 が 小 さい もの で す か ら、 す ぐ凡 て の 部屋 が暖 か に な ります

1925年8月115頁 十 二 坪 の 住 宅 浪 川 岩 次郎

(寝 室)戸 に は一 々錠 が ドりるや うに して 、 隣 の 部屋 まで泥 棒 が は い つ て 來 て も、寝 室 へ は來 ら

れ な い や うに、 しな け れ ば な りませ ん

1925年11月118頁 開 放 した 茶 の 間 の 一例 今 和 次 郎

玄 關 の 出 っ張 った 爾側 は 一略 一 南の 日を受 け るや うに な って ゐ る

1925年12∫1103頁 六 畳 と 二三轡 の 家 か ら 読 者

私 達 の 望 み と 申 します の は 一略 一 水 と 日常 りの よい所

1926年3月57頁 子供 室 は 六 ケ敷 い 遠 藤 新

(子 供 室)日 當 りの よい 、 光線 の 充分 な と こ ろ一 そ れ には 南 向 ぎ、 窓 人 ぎ く風 通 しよ ろ しき様

一尤 も遊 ぶ と ころが
、 南 な ら住 む と ころ は北 で もよ ろ し

1926年4月126頁 私 の 巣 吉 屋 信 ∫・

(居 間 兼 応 接 室)八 畳 ほ どの廣 さ、 南側 に 入 口 を持 ち、 東 と 南に 、 か な り廣 い窓 の あ る明 るいへ

や で す

1926イr4月127∫ 工 禾∠、o)巣'ピ 屋 イlff・

夜 半 の 盗 人諸 氏 の 闊 入 を お断 りす る為 に 止む を得 ず居 間 か ら廊 ドの問 ヘ ー・つ の扉 を澱 き更に寝 室

の 入[も 扉 に して こん な せ 玉こま しい事 に な りま した

1926年4月137頁 私 の住 居 丘の 一ヒに建 て た家 間 野 千 代f

南側 … 帯 東 側 も殆 ど ガ ラ スの 戸 で 、 西 に も北 に も一 部 の 窓 が あ ります。 近 所 の 子供 が1あ の ガ ラ

スの 家 」 とい った さ うで す

1926年4月137頁 私 の 住 居 丘 のLに 建 て た 家 間 野 丁'代r

子供達 の勉強室 に も日光が ・杯跳 りこんで ぎて、なかなか陽氣です

1926年4月137頁 私 の 住 居 丘の 上 に建 て た 家 間 野T'代r

夏は北 に も窓 が あ ります か ら南 か ら、北 に吹 き抜 けて 涼 しい

1926年4月137頁 私 の 住 居 費用 十圓 で縁 側 を横 げ て サ ソル ー ム に 読 者

1926年4月139頁 私 の住 居 狭 い家 を廣iく住 んで 読 者

四畳 半は居間兼客間 と して子供 も書は ここで遊 ぶや うに定 め

1926年4月139頁 私 の住居 狭 い家 を廣 く住 んで 読 者

座敷の方は從來 日本式 の寝 床 に してゐたの を寝 豪 に改め ま した。 さうす ると四畳 半で も夫婦 とf

供 の寝 室 と して 充分 ゆ と りが あ ります

1926年4月139頁 私 の住居 狭 い家 を廣 く住 んで 読 者

炊 事 も下駄 ば きの ま Σで す るや うに な って ゐ た の を一膿 に板 を敷 き、 ス リッパをは くや うに しま

した。 下駄 ば きで 食物 持 へ は不衛 生 で もあ ります の で 板 を敷 い た ので ご ざい ます

1926年4月139頁 私 の住 居 狭 い家 を廣 く住 ん で 読 者

家 の建 て方 は和 式 で も道 具 を洋 式 にす れ ば夜 具 、座 蒲 團 を持 ち運 ん だ り、 しまつ て お いた りす る

こ とが い らな い ので 大攣 廣 々 と して い つ も家 の 中 が整 って み え ます

ユ926年4月142頁 私 の 住 居 部 屋 の利 用 で リビ ソ グル ー ム 読 者

箪 笥 だ の道 具 を 一と部 屋 一 と部屋 に おか な いで 、 一 つ の室 に ま とめて 置 きます。 そ して家 の 中 に

二室 通 しの部 屋 を作 ります。 中 の襖 を外 して しまひ ま して廣 々 と して お きま して家 中 の 人が使 ふ

こ とに致 します
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1926年5月42頁 衣 食 住 の こ と 依 田信 太 郎

外國の生活 に比 べて、 日本は所謂 文化的 設備 に甚 だ飲 けて居 ります。採 光とか暖房装 置 は無論 の

こと、豪所便所 等の衛生装 置が不{'分 で其 の ヒ家庭 生活 の慰 安 を増 す設備 に も乏 しい。 これ は 各

自が貧弱 な猫 、Z住宅 を有 つ代 りに共同 に依 って 文化設備 を整 へ る外國 の風習 を取 り入れ るの が或

る程度 まで必 要であ りませ う

1926年7月163頁 住 宅 改 造 案 に答 へ て 読 者

す っか り洋風 なの で 老 人 が ど うに も聞 き入れ て くれ ませ ん

1926年7月165頁 住 宅 改 造 案 に 答 へ て 読 者

坪 敷 を倹 約 して あ ります か ら鷹 接 間 は作 りませ ん。 玄 關 を入 った四盤 半の板 間 に作 りつ け の べ ソ

チ を設 け 一略 一簡 単な用談 は こNで す ませ

1926年7月165頁 住 宅 改 造 案 に答 へ て 読 者

友人や親近者には居間 を開放 し

1926年9月g9頁 農家 の豪所 を理 想 的 に改 造 す る法 徳 永 庸

(豪 所)衛 生的 で なけれ ば な りませ ん。 それ に は室 内 の採 光を充分 に して 明快 にす る こ と

1926年g月101頁 農家 の豪所 を理 想 的 に改造 す る法 徳 永 庸

窓 は高 く天井のす ぐ下迄設 け るのが採 光の黙 か ら工 合の良い ものですが、 日本風 の家 をあ ま りf

敷 かけ て、模様 替 をす ることは困難 な場 合 もあ り窓障 子は床L六 尺位 と しその 上 に廻轄 の欄 間 を

設 けて採 光と換 氣 とに備へ、尚充分 な る採 光を望む場 合は 天窓 を設 くるが よい

1926年9月101頁 農 家 の豪 所 を理 想 的 に改 造 す る法 徳 永 庸

今 日の様 に冷蔵設備が行 ぎ届 いて來 ます と 日僧 りの良 い方が乾燥 して

1926年9月101頁 農家 の豪所 を理 想的 に改造 す る法 徳 永 庸

普通豪所 の窓 は東 に面す ることが最 も理 想 と されてゐ ます

1926年9月106頁 働 き よ い 私 ど もの 豪 所 読 名

豪 所 の必 要 とす る條 件 は 明 るい こと。 風 通 の よい こ と

1926年9月106頁 働 き よい 私 ど もの 豪 所 読 者

出 來 れ ば 流 しも と にII光 を うけ る こ と

1926年10月129頁 和 洋 折 衷 小 住 宅 の 設 計 を批 半llして 徳 永 庸

ll常 頻繁 に使川 せ られ る室 を 日當 りよ き東 や 南 の 方位 に撰 び 、浴 室 ・便 所 ・惇 は北側 に配 齪 した

事な どは誠 に 要 を得 た もの

1926年10月129頁 和 洋折 衷 小 住宅 の 設 計 を批 判 して 徳 永 庸

家族 が集 って茶を喫 しなが ら談話 に興 じた り時 には 夕食 をと り得 る程度の居間

1926年10月131頁 和 洋折 衷 小住 宅 の 設 計 を批 判 して 徳 永 庸

豪 所 に 卓を設 けて 食 事を濟 ます ことは輕 便 で 、 多忙 な人 の 朝 食や 仕 用 人 の 食事 の た め には 喜 ば れ

て ゐ るが 、常 に狭 い豪 所 の隅 で 食 事 を取 る こ とは 決 して愉 快 な もの で は な い。 夕 に 食 卓を團 ん で

・家 揃 つて ヒ婦 の 手料理 に 舌鼓 を打 つ と云 ふ こ とは家 庭 生 活 の楽 み の 大 な る もの Σ一一つ で あ ら う

1926年12月100頁 八 角 の 望 櫻 を持 つ佐 藤 ・春 左氏 の 家 記 者

この家 の特 色 は窓 で 、 どの部屋 も採 光 と通 風 とが 十分 で あ るが、 しか し明 るい部屋 ば か りで な く、

日本間 茶室 な どは在 來 の儘 で 光 を惜 しむ な ど、 明暗 交 々 の攣 化 が あ る

1926年12刀101頁 八 角 の 望縷 を持 つ佐 藤 春 夫氏 の 家 記 者

食堂の窓は亀甲形に庭に突 き出てゐる
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1926年12月154頁 家 族 八 人 の住 宅 設 計 の批 判 徳 永 庸

な るべ く各部 屋 を濁 立 に使 用 す る こ とが 出 來 るや うに、 しか も必 要に慮 じて は廣 い 部屋 に使 へ る

や うに致 しま した

1926年12月155頁 家 族 八 人 の住 宅 設 計 の批 判 徳 永 庸

在來の住宅 は家族 の生活 よ りも、客 本位 に作 られ た ものですが、 今後 の住宅 は家族 の生活 を基 と

して考案 され た もので なければ な りません。 その意味 で居間 は相當 の廣 さが必 要であ り、挿花 を

飾 る床 の間位 は設 けて置 きたい

1926年12月155頁 家 族 八 人 の住 宅i設計 の批 判 徳 永 庸

居 間 は主 婦 の 平常 居 る室 で あ り、 一家 團攣 す る所 で 、 洋 風 住 家 の リビ ソ グル ー ム に相當 す る もの

で 、 日當 りが よ くて 、衛 生 的 な場 所 を選 ぶ と共 に相當 の廣 さが必 要で す

1927年1月104頁 砧 村 に建 て た私 た ち の家 ら い て う

鷹 接 室 はわ ざ と と りませ んで した。 大 抵 の お客 様 は 食堂 へ お通 しす れ ば いL

1927年4月29頁 三四 千圓で 出來 る小住宅 設計 遠 藤 新

鷹 接 は ベ ラ ソ ダで も濟 む

1927年4月33頁 三四 千圓 で 出 來 る小 住 宅 設 計 読 者

ヴ ェラ ソダの 朝 は 、 春近 い 日ざ しを浴 びつ つ新 聞 を讃 むの に いL。 夏來 なば ここが團 攣 の中心 に な る

1927年5月55頁 千 圓 と千五 百圓 の住 宅 今 和 次郎

奥 さんの居 間 で、茶の間 で また寝 室 です

1927年5月257頁 日本 一 の 二軒 長 屋 記 者

毫 所 か ら して 改 善 して や りた い と思 ひ ます。 日光の 少 しも通 らな いや うな暗 い豪 所

1927年7月260頁 衣 食 住 希 望 二つ 三つ 読 者

住 居 で は 、 食 堂 と客 間 を腰 掛 け に した い と願 はれ ます。 此 頃 の や うに洋 服 の お客 が 多 くな りま し

て は 、痛 切 に これ を思 ひ ます

1927年7月261頁 衣 食住 衣 食 住 に就 て 読 者

服 装 の關 係 上 、 ど う して も、腰 掛 け る方が 、便 利 なの で 、住 居 も勢 ひ西 洋 まが ひの 、外國 で 申せ

ば お 長屋 同様 な家 に住 んで居 ります

1927年7月263頁 衣 食 住 好 み 読 者

洋 館 は 窓 の 大 き く多 い明 るい 方 が す きで す が、H本 家 は 明 る い 事を さほ ど欲 しませ ん。 軒 の深 い 、

暗 く も、 しつ と りとお ち つ い て居 る こと を の ぞ み ます

1927年7月275頁 衣 食住 頭携 勢働 者 の衣 食住 読 者

今 尚、零 下 ヒ八度 に な る東 京邊 の 女學 校 や寄宿 舎 等 に、 火鉢 にか ち りつ くよ り他 の保 温 法 がなか っ

た り、 普通 の家 で も火鉢 をか Σえて 毛布 を まい て 、頭 脳 を働 かせ や うと して 、冬 中 奮闘 す る知 識

階 級 の状 態 もど うに か した い=者で す

1927年9月22頁 石 原 さん の家 遠 藤 新

東 南 に折 り曲 げ て の窓 は 巾の割 りに高 さを低 く。 要す るに 、 この 部屋 の採 光 は 、kと して中 央の

連 窓 か ら高 い 天 井 に投 げ込 ませ るE夫

1927年9月22頁 石 原 さん の家 遠 藤 新

中心 は何 といふて も居間 一略 一但 しこれは接 客 も食堂 も兼帯

1927年9月109頁 お毫 所 の改造 読 者

毫所 の前一間 の欄間 は無想窓 に、湯殿 の側 の高窓 の一f=は、 日を 入れ るため 天井 まで ガ ラスを
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1928年4月11頁 新 しき住 居 米 川 正 夫

卜二畳 の房 間兼 食堂 が、家 族 のすべて に封 して愛想 よ く抱擁 力 に富んでゐ る

1928年4月50頁 「住 宅 」 に つ い て の 座 談 會

日光は東南が 番 よ く

1928年4月101頁 家 を建 て る まで 二千 二 百圓 で 純 日本 家 屋 読 者

日光の よ く入 る衛生的 な屠心地 の好 い家

1928年4月105頁 素 人 設 計 で 出來 た我 家 読 者

豪 所 、 浴 室 、 化粧 室 を東 南 の 最1二位 に 嚴 きま した こ とは 、専 門 家 の 反 劉 が ご ざい ま した が 、 主 婦

の働 き場 と して の 豪 所 を 、 冬暖 か く夏涼 しく明 る く便 利 にす るに は 、 多 少 膿 裁 を犠 牲 に して も と

の 考へ か ら

1928年7月86頁 日本 間 留 ∫芸しげ な 洋 風 に か へ る に は 木 檜 恕 一・

客間 を兼ね た書齋 です 一略 一南には縁 側 があ り北 に出窓 のあ る明 る くて涼 しい室 です。 まつ 夏の

強 い 光線 の反射 を避 け るため洋館 に 日除けを用 ふ る様 に軒先 に簾 を掛 けます

1928年7月89頁 日本 間 を涼 しげ な 洋 風 に か へ る に は 木檜 恕 一・

食 事室の 方は北 と東に大 きな出窓 が あ って明 るい気持 ちの よい室

1928年7月g2頁 蚤 も鼠 も出 な い塵 の た 鼠な い家 記 者

日當 りを よ くす るた め に この家 の 南側 を殆 ど硝 子窓 に した

ユ928年7月92頁 蚤 も鼠 も出 な い塵 の たxな い家 記 者

日當 りを よ くす るた め に この 家 の 南側 を殆 ど硝 子窓 に した こ とが 、埃 を完 全 に防 ぐ こ と に もな っ

て 、家 中 ど こに も塵 が 溜 ま らな い の で 、掃 除 の 手 間 が殆 ど かXり ませ ん

1928年10月59頁 豪 所 のL夫 い ろ い ろ 習 慣 の 陥 つ て い る誤 読 者

床 ドを 全 部 コ ソ ク リー トで 趣 み 、 更 に敷 個 に厘 劃 して 一略 一 な る べ く冷 暗 所 を

1928年10月60頁 豪 所 の 「夫 い ろ い ろ 習 慣 の 陥 って い る誤 読 者

東の窓 を ヒド開 閉 式 に(通 氣 に便 じ)

1928年10月62頁 豪 所 の 工 夫 い ろ い ろ 貸 家 の豪 所 を直 す 読 者

明 る く日光 の とれ るや うに硝 子窓 を つ け る

1928年10月62頁 豪 所 の 工 夫 い ろ い ろ ア イ デ ィア 読 者

明 い所 ほ ど徽 菌 が少 な い とい ふ ことで す。 病 は 口か らとい ひ 、 食物 の調理 所 で あ る毫 所 はぜ ひ 日

照 を必 要 とす るわ け です 一略 一 子供 部屋 寝 室 な どを犠 牲 に しな い限 り毫 所 は 出來 るだ け南 向 きの

位 置 を と りた い もの で す 。 併 し實 際 に は全 くの南 向 きの位 置 を取 るの は困 難 な こ とが 多 くあ りま

す。 東 叉は 西 向 の豪 所 で あ る場 合 、窓 を三角 に突 出 せ ば 、 南 の光線 が とれ 、 また窓 の廣 さ も大 き

くな り、通 風 に もよ く、窓 際 に流 しを作 れ ば い つ も 日光 と風 とで心 地 よ く乾 くで せ う

1928年10刀64頁 豪 所 の 工 夫 い ろ い ろ 一・坪 毫 所 の 特 長 読 者

窓 は硝子張 り 一間 四 方の所 ヘー問 の窓 です か ら充分 光線 が とれて氣持 ち よ うござい ます

1928年IO月65頁 豪 所 の 工 夫 い ろい ろ 冷蔵 器 小 さい工夫 読 者

冷蔵 器(井 戸 につ け る トタソ製 の箱)

1928年10月107頁 九 百五 十 圓 で 出來 た家 読 者

(肇 所)二 坪 、 南 と東 に面 して 、三 尺 の腰 壁 の 上 に窓 、 明 る過 ぎる位 明 るい

1928年10月107頁 九 百 五 十圓 で 出 來 た家 読 者

(墓所)一 部 を食堂 に使 って ゐ る。私達 は食堂 を毫所の延長 と見ないで、物 の置 き方 や装飾 に工
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夫 す る こと に よ って 、寧 ろ豪 所 を食堂 に描 りいれ た形 に した い

1929年3月120頁 中 河 與 一一氏 の 家 記 者

非 常 に 多 い 、 さ ま ざ ま な 訪 客 を迎 へ る この 鷹 接 間 は 、 ど ん な病 氣 が來 な い とは 限 らな い の で 、 ま

だ小 さい お 子た ち へ の 考慮 と ご 主 人 の潔 癖 か ら、掲 ウニした ・部屋 に して 、 あ ま り家 庭 的 に は しま

せ ん で した

1929年3月120頁 中 河 與 一一氏 の 家 記 者

子供 部 屋 は 東 を うけ て 明 る く暖 か く、 南橡 は この 部 屋 の 前 で ・問 あ ま りの 廣 さに な り、 よい サ ソ

ル ー ム に な っ て ゐ ま す

1929年3月121頁 中 河 與 一氏 の 家 記 者

大 攣 よ く、 日常 りの こ と通 風 の こ とが 考 へ られ て ゐ る と思 ひ ます 。 窓 さへ 開 け 放 て ば 、風 は 矢 の

や うに吹 い て通 り、 冬 は 二重 三 重 に も北 風 を防 ぎ得 、 冬暖 か く夏涼 しい家 で あ りませ う

1929年6月71頁 主 婦 の 団結 で 村 中 の豪 所 を改 善す 塚 本 ハ マ

窓 一狭 い豪 所 を 明 る くす るた め に 、 今 まで の や うな 不完 全 な格fを 魔 め て 、 ど この豪 所 も大 きな

硝f窓 、に しま した え

1929年6月71頁 主 婦 の 団 結 で 村 中 の毫 所 を改 善す 塚 本 ハマ

黒 土村 で どん な條 件 を墓 所 改 善 の 目標 に して ゐ るか と申 します と、 第 一・に豪 所 の採 光

1929年6月129頁 趣 味 の 家 一[夫の 家 記 蓄

(ア ト リエ)北 面 の壁 を全 部摺 硝 子 戸 に して あ るの で 、 普通 の 部屋 よ り も よほ ど明 い

1929年g∫jg頁 三千 圓 で 出來 た私 の家 今 和 次郎

在 来 日本風 の 八畳 に廻縁 を付 け た室 で 、床 の間 は と って あ りませ ん

1929年9月108頁 「新 しい 木 綿 の 浴 衣 」 の 家 記 者

西 と南に豊 かに開 かれ た居 間の窓 には一 日中陽 が さ して

1929年10月 グ ラ ビア ニ 千 圓 で建 て られ た家 族 五 人 の家 記 者

十 分 に陽 の射 す 、十 分 に風 の通 る、無駄 な く工 夫 され た

1929年10月46頁 ア パ ー トに住 ん で 働 く夫 婦 読 者

お掃 除 といへ ば アパ ー トで は ほ ん と うに簡 輩 にす み ます 。縁 側 や廊 下 が あ りませ ん か ら拭 く手間

もあ りませ ん

1929年10月46頁 ア パ ー トに住 ん で 働 く夫 婦 読 者

ア パ ー トに ゐ る第 一 の 喜 び は 、留 守 の間 の心 配 の 要 らな い こ とで ご ざい ませ う

1929年10月47頁 ア パ ー トに住 ん で 働 く夫 婦 読 者

家 の留守 番のための妻で な く、仕事 の上 では友達 で もあ る妻なのです

1929年10月117頁 建 て た 家 の こ と 今 和 次郎

純 日本屋ですが床 の間や飾棚 は作 りません

1929年10月117頁 建 て た 家 の こ と 今 和 次 郎

居住の部分 は殆 ど居間だけに集中

1929年10月118頁 小 住 宅 の 間取 り 櫻 井 省 吾

住宅 の間取 りは出來 るだけ東西 に長 く凡ての室 が南向 きにな るや うに

1929年10月118頁 小 住 宅 の間 取 り 櫻 井 省 吾

住居 と して心地 よいのはなにを置 いて も日光が充分 に當 る事 と、風通 しの よ く出來た事です
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1929年10刀119頁 小 住 宅 の1匿ll取り 櫻 井 省 吾

元來 は客 間 等 を東 南の最 もよい位 置に設 け られて きたや うです が住居 を主眼 とす ることか ら考へ

ると、寧 ろ居間等 を最 トの場 所 に置 き客問 の類 は この次で もよい

1929年10月119頁 小 住 宅 の 間 取 り 櫻 井 省 吾

豪 所 は除 り廣 くて も足 敷 許 り運 んで能 率 が悪 くな ります し、狭 す ぎれ ば 不 自 由 に な ります か らそ

の家 に 合ふ や うに 考へ な けれ ば な りませ ん

1929年10月119頁 小 住 宅 の 間 取 り 櫻 非 省 吾

豪 所 一 これ は出 來 るだけ 南側 に もって ゆ きた く思 ひ ます 一調理 とい う重 大 な役 目を もって ゐ て 出

來 るだ け 光線 を 多 量に入 れ 不潔 物 等 が 一一寸 あ って も氣 が 付 くや うに した い事 と流 し元 を充 分 な 日

光で常 に乾燥 させ た いた め

1929年10月119頁 小 住 宅0)間 取 り 櫻 井 省 吾

・年 中 太 陽 が よ く當 るに は
、 眞 南 とす る よ りも東 に{'度 か1五 度 傾 け て 家 を建 て る と よい の で す。

冬 は室 の 奥 まで 日が 入 る し夏 は 太 陽 の 位 置 が 高 くな るか ら冬程 深 くは 入 って 來 な い

1929年12月5頁 近 代模 範 小住宅 吉川 清作

家中の床 を全部水で洗ふ こと も出來て維濟的且つ衛生的

1929年12月6頁 田舎 風 な家 矢 田 茂

西洋式 の便利 な科學 は取 り入れ るが表現 は 日本式 の ものに したい

1929年12月6頁 田 舎 風 な家 読 者

一日の務 め を終 へ て家 へ帰 りつ いた と き疲 れ た頭 や騰 の安 住 地 を 見出 したや う氣 分
の家 が欲 しい

1930年11月35頁 グル ー プ住 宅i懸 賞 當 選 獲 表(1)記 者

床 の間 といふ が 如 き もの は略 し

1930年11月36頁 グル ー プ イi三宅 懸'賞 當 選 獲 表(1)記 者

=階 の疲 室 は また他 の寝 室 を通 ってで なければ奥の寝 室 に行 けないな どは困 ります

1930年11月37頁 グル ー プ住 宅 懸 賞當 選 獲 表(2)記 者

1モ婦 居 間 一家 團 攣 の 部屋 で す か ら夏 は涼 し く冬 は暖 か く家 中 で ・番 よ い 部 屋 を と りま した

1930年11月37頁 グル ー プ住 宅 懸 賞 當 選 獲 表(2)記 者

凡 て の建 物 に採 光の'F均 して い る配 置 が結 構 と思 ひ ます

1930年11月44頁 グル ー プイ姥 懸 賞 當 選 嶽(5)記 者

鋸歯状 の利点は採 光

1930年11月46頁 グル ー プ住 宅 懸 賞 當 選 獲 表(6)記 者

卍 の 四 軒 建 は い ろ い ろ難 の あ る案 で す。 日常 りが そ の 一一つ で す

1930年11月65頁 住 み ノ∫さ ま ざ ま ヒ坪 半 の 家 か ら 記 者

お 手 傳 の 室 の 入 り口は ポ ー チ の 北 側 、 内 部 と全 然 交通 の な い の は お手 傳 に ほ ん との 安 息 を與 へ る

の と、 そ の 他 に も家 族 との プ ラ イベ ー トな頻 は しさが 少 くな る こ とが あ るで せ う

1930年11月118頁 住 み 方 さ ま ざ ま ア パ ー ト生 活 読 者

外 出 の時 も鍵 一つ で濟 む し、 さ ういふ鮎 は随 分 便 利 で す

1930年11月119頁 住 み 方 さ ま ざ ま ア パ ー ト生 活 記 者

雨戸 の開 けたてがな く、雑 巾がけがないのでお掃除は早 く、板敷 の床 は油 で よ く拭 きこみ、 丁寧

にお掃除 して も ヒ時す ぎには朝食の後片付け も 一緒 にす っか り濟 んで終 ふ さ うです
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1931年2月5頁 南澤 に建 った 大脇 さん の家 上浦 亀 城

夏は風 が部屋の大部分 を通過 す る様 に窓 や出入 口の位 置を考へてあ ります

1931年2月5頁 南澤 に建 った 大脇 さん の家L浦 亀城

重 要 な 部屋 を 南側 に し、階 段 、 浴室 、便 所 等 を北 側 に したの は當 然 の 事で す が、北 側 に 全 く太陽

が あ た らな いの も、衛 生 上良 くな いので 、 卜π度 だ け 西 ノ∫にむ け て

1931年4月133頁 ア パ ー ト生 活 細 漸 面 記 者

この室 が四 人 の 子供 達 に あて られ て ゐ ます 。 從 つ て居 間 と もいふ べ き室 で す が、 また 、 こ 踊 よ所

謂 茶 の 間 で もあ り、 もち ろん四 人 の寝 室 で も勉 強 室 で もあ ります

1931年4月134頁 ア パ ー ト生 活 細 断 面 記 者

在 来 の 不経 濟 な床 の問 は 不必 要で す。 い や し くもアパ ー トに住 む 者 には 、 こん な もの に 未練 を も

つ や うな氣 持 は清 算 され て あ るべ きな の に 、 同潤 会 は 尚贔様 突起 のや うな不 川物 を 各戸 に敢 へ て

つ け て ゐ る。 私 は この空 間 を書棚 に利 用 して しまひ ま した

1932年1月59頁 二 十 二坪 半 の小住 宅 記 者

一一坪 半 の毫所 で どん な に便利 に働 け るか

豪 所 南 を うけ て ゐ る 上 に 、壁 も戸 棚 も全 部 白 ペ ンキ を塗 りま した か ら、 明 る く氣 持 ち よ い働 き

場 に な つ て ゐ ます

1932年1刀60頁 二十二坪 半 の小住 宅 記 者

一坪 半の豪所 で どん な に便利 に働 け るか

流 しの ドは網 戸に して中は鼠 を防 ぐため ブ リキ張 り、野菜を入れて置 く

1932年4刀 グ ラ ビ ア 南 澤 の 美 しい 林 の 中 に建 っ た 田 中 さ ん の 家 、;l!者

北 面 に 玄 關 、 書 齋 、 便 所 、 浴 室 、 ボ イ ラー 室 を 置 き、 南 面 に 居 間 、疲 室 、 食 堂 そ の 他 を配 って あ

ります

1932年6刀247頁 ま こ との 隣 人 一 友 之 倉 々 員 の 住 宅 を 設 計 監 督 して 一 石 川 徹

私 は住宅 の機 械 化 を表現 しよ うとせず に、外 での生活 の疲 れ を ト分 に癒せ るや うな{じ宅を と心 がけて

1932年10月146頁 冬 に 向 ふ 茶 の 間 の 用 意 記 者

茶 の間 とい ふ とそ こに一 つ の室 が決 定 し、 そ こへ皆 が坐 りこんで談 話 の花 を咲 かす とい ふ や うな

連 想 が あ り

1932{F11月88頁 素 人 の 工 夫 を生 か した 家 一 南澤 に建 った中村 貢氏 の家 記 者

家 の建 て 方 と間取 りを、 す べ て 、 東 西 南北 の ト文字 の 直線 に取 つて あ ります か ら、家 全膿 が通 風

に も採 光 に も氣持 ちの いXほ ど よ くで きて ゐ ます。 ・日の 光線 の 具 合 を考慮 す る と と もに 、 春 夏

秋 冬 の 日當 りの 具 合 、 寒 暑 の具 合 を考 へ て造 られ て あ ります

1933年10月 グ ラ ビア 山 越 氏 の 家 記 者

居 間 と食堂 南 側 の 大 きな窓 は膝 位 の 高 さだ し、北 側 の も普通 の窓 よ り低 い か ら、足 兀 まで風 が

通 る。 この 向 きは 立秋 か ら 日射 しが だん だん室 内 に入 って來 るか ら冬は 日向 を心 ゆ くまで楽 しめ る

1933年10月 グ ラ ビア 山越 氏 の 家 記 者

書齋 一南に大 きな窓。 北側 に も細長 い窓

1933年10月88頁 理 想 の我 が家 健 康 的 な 子供 本位 の家 読 者

この家 には 大 きな リヴ ィソ グル ー ムが あ ります。 廣 さは約 三十替 位 、 カー テ ソで假 り仕 切 りを し

て 食堂 に も鷹 接 兼 書 齋 に もとい う繹 で す
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1933年10月88頁 理 想 の我 が家 健康 的 な 子供 本位 の家 読 者

間 取 りの 主 眼 は 一一一、 健康 的 な こ と 二 、 子供 本 位 な こ と 三 、休 息 と読 書 の 出來 る こ と 四 、

來 客 を主 とせ ざ る こ と

1933年10月90頁 理 想 の我 が家 健 康的 な 子供 本位 の家 読 者

予供室 は 日常 りの よい南東 の隅

1933年10月gO頁 理想 の我 が家 健康的 なf供 本位 の家 読 者

坐 つ て 見た か つ た り腰 掛 け を重寳 な もの と思 ふ や うな現 在 で は この矛 盾 そ の ま Σが よい

1933年10月91頁 理 想 の我 が家 家 具の配 置 を工 夫 した家 読 者

客 間 は 別 に しな くて も居 間 と 一一緒 に します

1933年10月92頁 理 想 の我 が家 家 具の配 置 を 工 夫 した家 読 者

(居 間)御 飯 も食 べ れ ば 、 子供 も遊 び 、私 の 仕 事 も こ Σで しお客 様 も こ Σで します

1933年10月g2頁 理 想 の我 が家 家 具の配 置 を工夫 した家 読 者

f供 室 勉 強 に よいや うに落 ついた東北 の光線 を受 け

1933年10月g6頁 理 想 の 我 が 家 維 濟 ・能 率 ・簡 素 読 者

居間 日本間で寝室 に兼用 し、心 易いお客 を通 す所 と もな ります

1933年10刀97頁 理 想 の我 が家 維 濟 ・能 率 ・簡 素 読 者

客 間 日本 間 で 床 、 押 入 が つ き、}三 人 の 書 齋 に も兼 用 します 。

1933年10月g7頁 理 想 の我 が家 簡 素 な家 を 読 者

理想 の我 が家は出來 るだけ簡素で な る可 く多 くの 日光を採 り入れ た名實共 に良 き心 身 の慰 安所

1933年10月98頁 理 想 の我 が家 一:卜坪 半 の 小 住 宅 読 者

東 と南の出窓 を思 ひ切 り幅廣 くして 部屋 に廣 さと明 る さを充分取 入れて、洋室乍 ら明け廣 げ た 日

本間 の氣分 を思 はせたい

1933年10月100頁 凡ゆ る意味 で の 実 験 住 宅 山越 邦 彦

暖 房 を特 殊 の パ ネ ル ヒー テ ィ ソ グに

1933年10月100頁 凡 ゆ る意 味 で の実 験 住 宅 山越 邦 彦

通風 、採 光は出來 るだけ充分 に した。通風 は 自然換 気 に依 るが、窓 の位置 、構造等 によ り最 小勢

果で最 大効 果を墨げてゐ る

1933年10月102頁 凡 ゆ る意 味 で の実 験 住 宅 山越 邦 彦

居 間 は 家 の 中心 に、 読 書 室 と食事 室 に連 絡 して 、 この 三 室 は カー テ ソで境 し、何 室 で も一一つ の 大

きい 部 屋 と して使 用 出來 る

1934年5月159頁1'八 坪 の組 立式 耐 震 木 造 家 屋 記 者

鷹 接 間 、食 堂 、居 間 を兼 ね た廣 いお 部屋 、 南 に面 した 四枚 の 大 きい ガ ラ ス戸 か ら暖 か い 日射 が 部

屋 一 杯 に差 こんで ゐ る

1934年10月154頁 小 住 宅 展覧會 同潤 會 住宅1号 記 者

部 屋 は 三室 と も南向 きです か ら陽 もよ くは い って 、 い か に も明 る く暖 か さ うです

1934年10月156頁 小 住 宅展覧會 同潤 會 住宅2号 記 者

客間は居間の方と全然猫立 してゐる
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